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■参加はとっても簡単。しかも無料。
家庭で不用になった陶磁器製食器、ガラス製食器を回
収し、その場で欲しい人に持ち帰ってもらう「もったいな
い食器市」。好きな食器を選んで持ち帰るだけ。持ち込み
たい人は開催日の10：00～12：30に不用な食器を持参
し、係の人に渡すだけ。開催日時・場所は毎月15日号の
広報いこまち（今月号は29ページ）に掲載しています。

■残った食器はどうなるの？
陶磁器、色つきのガラス、無色のガラスなど分別したあ
と、富田林市のリサイクル工場で粉砕し、路面材やグ
レーチングなどの建築資材に生まれ変わります。

問環境事業課（☎0743-74-1111、内線354）

■4つのマナーを守りましょう。

もったいない食器市でお得にエコ
生駒の主婦の“ひらめき”で、もうすぐ10周年！

同協会の中井さん

同協会の江口さん

時間厳守。持ち込みは当日
10：00～12：30です

事前の持ち込みは、会場に迷惑。勝手に置いて帰らず、必ずスタッフに声をかけてね。

持ち込んだ梱包材や

袋は持ち帰ってね。

新聞紙や紙袋は

用意していません。

不用な食器は、多くの自治
体でごみとして処分されて
います。市外からの持ち込
みは、生駒市へごみを持ち
込んでいるのと同じこと。
そのため禁止しています。

より多くの人が

もらえるように

ゆずり合ってね

目指せ！会場内ごみゼロ

大量の持ち帰りはやめましょう

市外からの持ち込みは禁止

×

食器が好きな人、もったいない
食器市に興味がある人。私たち
といっしょに活動しませんか？

問�同協会の中井さん（☎080-�
1402-7629）

ボランティアスタッフを募集しています

NPO法人関西ワンディッシュエイド協会
樽井雅美さん

きっかけはスイーツの容器がどう処分されるのか何気なく調べ
たこと。資源化できるのに、最終処分地にただ埋められてしまう
ことが、もったいなくて。そこで始めたのが食器回収。
すごい勢いで集まり、この食器市へとつながってい
きました。毎回約500kg ～1tの食器が持ち込ま
れ、約6割の食器が持ち帰られています。最高で2t
の持ち込みがあったことも。今年7月には北川
知
とも
克
かつ
前環境副大臣の視察も受けたんですよ。

生みの親に聞きました。
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なくそう差別みんなの力で
明るい生駒市
毎月11日は「人権を確かめあう日」

点字と声による「いこまち」も発行していますので詳しくは
障がい福祉課（内線794）へ

「いこまち」11月15日号の印刷経費は1冊あたり
約28円です。環境に配慮し、古紙配合率70％の再
生紙と大豆油インクを使用しています。

人　口

火災・救急・救助

交通事故

121,066 ＋ 9

48,710 ＋ 39

57,681 − 3

63,385 ＋ 12

人口総数

世帯数

男

女

前月比

前月比

前月比

前月比

平成26年11月1日現在、外国人登録を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

◇�数字は平成26年1月からの累計で、（　）内
は前年同期の増減数です。

◇�数字は平成26年1月からの累計（概数）で、
（　）内は前年同期の増減数です。

（平成26年10月末日現在）

（平成26年10月末日現在）

火災

発生数 物損事故
死者

人身事故

救急 救助

19
(−3)

2,275
(＋103)

1,976
(−22)

299
（＋125） 0

3,484
(＋132)

31
(−1)

もういいかい��火を消すまでは��まあだだよ

事故はゼロ��私の街の��合言葉
−平成26年度交通安全標語−

P.2

P4P.4

P4P.10

P4P.12

P4P.14

市長日記P4P.24

街人探訪P4P.25

集まれ！ちびっこアスリート、勝手に五つ星★P4P.28

まちのアルバムP4P.26

今日は�いこま日和、アリさん親子の自然の不思議発見!、
もったいない食器市P4P.29

読者のあのねP4P.30

消費生活�暮らしのＱ＆Ａ、あの日あの時、編集後記P4P.31
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多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
介
護
予
防
の
先
進
事

例「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室（
幸
楽
）」。両
膝
を
手
術
し
、支

援
が
必
要（
要
支
援
2
）と
認
定
さ
れ
た
、川
合
將
雄

さ
ん
に
受
講
の
状
況
を
再
現
し
て
も
ら
い
ま
し
た

（
教
室
は
他
の
受
講
者
の
様
子
で
す
）。

先
輩
と
い
っ
し
ょ
に

元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

介
護
で
は
な
く
、介
護
予
防

　

10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
膝
が

痛
く
な
り
、両
膝
を
手
術
し
た

の
が
、去
年
と
一
昨
年
。手
術

後
は
杖
が
必
要
な
状
態
で
、

体
力
も
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
を
使
わ

ず
、自
分
の
力
で
な
ん
と
か

し
た
い
と
、今
年
の
３
月
に

介
護
保
険
課
を
訪
れ
ま
し

た
。

介護保険課課長補佐 田中明美

そろそろ介護が必要？実は、違う選択肢があるかもしれません。しかも、もっ
と元気になれるかも。今回の特集は、そんな介護予防の可能性を探ります。

問介護保険課（☎0743-74-1111、内線487）

明日の元気を今つくる
｜特集｜

川合將雄さん（79）真弓南1丁目在住
大阪市の消防の仕事を長年勤めあ
げ、体力には自信があった。20年ほ
ど前に、心臓にペースメーカーを入
れる手術を受けている。
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明日の元気を今つくる
｜特集｜

「気持ちが前向きになりました」
教室受講者
【岡本令子さん（79歳、南田原在住）】
　20年ぐらい前から膝が痛かったんで
す。特に坂道が徐々に歩けなくなって
きて、地域包括支援センターに相談し
ました。そこで手術を勧められ、病院で
手術を受けました。手術後、痛みはとれましたが、歩くの
が不自由で教室に参加しました。
　卒業後は、坂道を降りることができるようになりまし
た。これからは、もっと歩こうと思います。受講してよかっ

たことは、皆さんと話
ができることと気持ち
の変化。前向きにいこ
うと思うようになりま
した。自分のことは自
分でしたいですもんね。

「支え合うから効果がある」
デイサービスセンター幸楽生活相談員
【北原理

り

宣
せん

さん】
　使用しているトレーニング機器は、関
節や背中の角度など、皆さんの体に合わ
せて細かく調整でき、それぞれのペース
で運動機能の向上に取り組めるように
なっています。
　この教室は、卒業生がボランティアスタッフとして意欲
的に関わっています。トレーニングを通して以前の調子を
取り戻した経験者の言葉なので、私たちが言うより伝わる

んですよね。自分もこう
なれるんや、ならないか
んなと。お互いに刺激に
なって意欲が高まるし、
何より活気があるんで
すよ。

「パワーアップ教室（幸楽）」とは？
介護予防のモデル事業として、市が平成24年度に始めたものの１つで、市社会福祉協議会が
運営するデイサービスセンター幸楽（北新町）に委託して実施。生活機能が低下している高齢
者を対象に、リハビリのためのトレーニング機器を使用し、運動機能の回復、向上を目指す。卒
業生の多くがボランティアとして参加する先進的な事業。市内全域が対象。

I N T E R V I E W

卒
業
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
え
る
側
に

毎週火曜・金曜日に、柔軟体
操、マシントレーニング、歩行
練習などを３か月

毎回、運動量を記録。川合さ
んも目に見えて体力を取り
戻しました。

3か月後
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元
気
な
高
齢
者
に
共
通
の
特
徴
が

　

要
介
護
状
態
の
原
因
で
最
も
多

い
の
は
、脳
卒
中
な
ど
脳
血
管
の
疾�

患
で
す
。し
か
し
、年
を
と
る
に
つ

れ
て
、衰
弱
や
骨
折
、関
節
疾
患
の

た
め
に
起
こ
る
不
活
発
な
生
活
が

原
因
と
な
る
も
の
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
す
。心
身
の
機
能
を
低
下�

さ
せ
る
最
大
の
原
因
は「
年
だ
か
ら
」�

「
お
っ
く
う
だ
か
ら
」と
、身
の
回
り

の
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
り
、あ
き

ら
め
た
り
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
元

気
な
人
た
ち
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
も
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

❶
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
践
し

て
い
る

❷
身
体
的
、精
神
的
、社
会
的
に
活

動
的
な
生
活
を
し
て
い
る

❸
生
き
が
い
感
や
生
活
満
足
度
が

高
く
、長
生
き
へ
の
意
欲
が
大
き

い
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、心
身
の
過
度
な
老
化
を
防
ぎ
、

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
」の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
身
の
老
化
を
防
ぐ
。

そ
れ
が
介
護
予
防
で
す
。

年
だ
か
ら
。お
っ
く
う
だ
か
ら
。と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

【要介護状態の原因】
高齢になるほど「生活不活発病※」の割合が増えていきます（平成22年国民生活基礎調査）

65歳～74歳

脳血管疾患

40.0％

16.6％ 16.6％ 11.1％ 11.7％ 17.1％ 26.9％

1.9％
7.5％

7.6％
8.1％ 34.9％

高齢による衰弱 骨折・転倒 関節疾患 認知症 その他

75歳以上

まずは、自分でできることから。

【口の体操】

【上半身の体操】

山下直美さん
（歯科衛生士）

山下和也さん
（阪奈中央�
地域包括支援
センター）

口を大きく
開け、舌をで
きるだけ長
く出して。

「べー」

くちびるを
横に開いて
上下の歯を
出して。

「い～」「う～」

口を「ひょっ�
とこ」のよう
にとがらせ
て。

口
や
の
ど
の
働
き
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
、口
の
体
操

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ゆっくり
息を吸い込み、
倍の時間をかけ
て息を吐く。

片手で椅子の
横を持ち、反
対側の手を斜
めに伸ばす。

両手を組み、天
井に引っ張られ
るイメージで上
に伸ばす。

両 手を前で組
み、おへそをの
ぞき込むように
背中を丸める。

手を軽く肩にお
いて、肘で円を
描くようにゆ�
っくりと回す。

背筋を伸ばし、
姿 勢を良くし
て、1.2.で上げ
て3で落とす。

寒
い
冬
場
は
、
身
体
が
ち
ぢ
こ
ま
っ
て
、

硬
く
な
り
が
ち
。
し
っ
か
り
と
上
半
身

を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
、
血
の
巡
り
が
良
く

な
り
、呼
吸
も
楽
に
な
り
ま
す
よ
。

（痛みのない範囲で行ってください）

肩上げ� （5回）1

背筋伸ばし� （10秒）4

くちびるの体操①1 くちびるの体操②2 舌の体操3

肩回し�（前後各5回）2

体幹伸ばし�（左右各10秒）5

背中伸ばし�（10秒×2）3

深呼吸� （5回）6

※身体を動かさない状態が続くことが原因で、心身の機能が低下していく病気

気付いたときにできる簡単な体操を紹介します。
詳しくは市ホームページで配信している動画を、
家族など皆さんでご覧ください。

スマートフォンだけ
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明日の元気を今つくる
｜特集｜

私はこれで元気をキープ！しています。
皆さんも「自分でできること」探してみては。

手作りのお手玉が元気の源。
五十嵐初

は つ

さん（91歳、北新町在住）

　毎朝、ラジオ体操の音楽に合わ
せて、昨年「パワーアップ教室（幸
楽）」で習った柔軟体操をして1日
がスタート。「ラジオ体操は少しし
んどいので、座っても寝ていてもできる
運動をしています」。脳のトレーニング
のために、漢字パズルの雑誌も継続し
て購読中。「できたっていう達成感が
うれしくてね」。元気の秘訣は手作り
のお手玉。「昔は作るのが専門で、人
に上げたりしていたんです。でも、教
室に行ってからはちょっとの暇でも
遊ぶようにしています。高く上げる
と背筋が伸びる気がするんですよ。
いつも頭の中では、体を動かすこと
を忘れないようにと思っています」

おしゃれと元気が取り柄。
圓
ま る

山
や ま

顕代さん（85歳、小明町在住）

　朝起きて身支度をすることから
1日が始まります。家にいるときも
身だしなみはきちっとするように
心がけています。化粧も服も、とに
かくおしゃれが大好き。「若い時からおしゃれと元
気が取り柄でした。夫はそんな私の好きなようにさ
せてくれています」。化粧品や服は、
店に足を運び、気に入ったものを選
んで買っています。「こだわって自
分に合うものを選ぶのがとても
楽しくって」。20年習い続けて
いる絵画も趣味の1つ。元気の
秘訣は好きな趣味を続けるこ
と。そして家族の存在。「孫とひ
孫の成長を見守るのが私の生き
がいです」

ボランティアが生きがい。
室田道子さん（86歳、鹿ノ台在住）

　毎週木曜日にフォレストデイセ
ンター鹿ノ台で行われている「パ
ワーアップ教室（きらめき）」で、参
加者の手本や、サポートとして欠
かせない存在です。自身も9月に卒業したばかり。
「教室に行かなくなると、気分が落ち込んで家にこ

もりがちになってしまうと思い、相談し
たらボランティアを勧めてくれたんで
す」。参加者にも積極的に声掛け。「同
じ立場だったので気持ちが分かりま
す。会話も楽しいし、健康な限り続け
たいです」。家でも教室で習った運動
を続けています。「テレビを見ながらス
クワットなどしています。気軽にでき
て、筋肉がついたら転ばなくなるし、や
るのとやらないのでは全然違いますよ」

80代で太極拳の師範に。
池野正

ただし

さん（86歳、俵口町在住）

　定年退職後、60代後半に始めた
太極拳。今では師範として教室で
教えるほどの腕前。「そもそも何か
運動しないといけないと思って。で
も、年齢的に活発なものはしんどいし、年をとって
もできるものはないかなと」。そのときに出会っ

たのが太極拳でした。「動きは
ゆっくりで体に負担も少ない。
血の流れが良くなって、気がつ
くと自然と下半身がしっかりし

てくるんですよ」。平成21年に試
験に合格し、師範になった。「同じ年に
始めた3人で受かりました。友達がい
たからできたんでしょうね」。元気の秘
訣は「まずは、外に出て体を動かせる何
かを探すことですね」
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そ
の
人
に
合
っ
た
介
護
予
防
を

　
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、平
成�

27
年
４
月
か
ら
、各
市
町
村
に
よ�

っ
て
独
自
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
市
は
、以
前
か
ら
介
護
予
防
事

業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、現
在
、モ

デ
ル
事
業
を
全
市
に
展
開
し
、新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
特
徴
は
２
つ
あ

り
、１
つ
は
４
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室（
幸
楽
）」や
、

「
ひ
ま
わ
り
の
集
い
」の
よ
う
に
、

「
住
民
力
」に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
。介
護
予
防
事
業
の
一
部
を
、市

民
が
主
体
的
に
担
う
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
取
り
組

む
市
民
の
皆
さ
ん
が
お
ら
れ
る
こ
と

で
実
現
可
能
と
な
り
ま
し
た
。も
う

１
つ
は
、市
独
自
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
に
基
づ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
心
身

の
機
能
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
、他

自
治
体
と
比
べ
、多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
施

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
事
業
は
、着
実
に
成
果
が

出
て
お
り
、先
進
事
例
と
し
て
多
数

の
視
察
を
受
け
る
ほ
ど
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

対　象 目　的 状　態 区　分 サービス
まだまだ元気な人 今の状態をキープ�

する
元気度チェックリスト※1

で生活機能の低下なし 一次予防 体操教室（のびのび教室）、わくわく教室、脳
の若返り教室、出前講座

・�元気を取り戻したい人
・�「そろそろ介護が必要
かな」と思う人

自立を促す
・要介護非該当者
・�元気度チェックリストで
生活機能の低下あり

二次予防
生活支援サービス、シルバー人材センター
の活用、ひまわりの集い、転倒予防教室、パ
ワーアップ教室（きらめき、延寿）、パワー
アップ教室（幸楽）、訪問型サービス

介護・支援が必要な人 状態悪化の防止と心
身機能の維持・改善

・要支援1・2※2

・要介護1～5 三次予防 介護保険のサービス利用

　生駒市健康づくり推進員連絡協議会の協力で、レ
クリエーションや作りたての食事を提供しています。
外出機会を増やし、体力・気力の向上や仲間づくりを
目指すものです。同じ年代どうし、助け合いの気持ち
を心がけていることから、参加者の皆さんはこの場に
来ることを楽しみにしています。

・�週1回（毎週木曜日、
10：30～13：00）、た
けまるホール
・�月2回（隔週月曜日、
10：30～12：30）、阪
奈中央こぐま園
・�費用：300円/回

本市は、平成24年度に市町村介護予防強化推進事業のモデル自治
体（全国で13自治体）に選ばれ、モデル地域で新たな介護予防事業
を行ってきました。その結果、多くの人が元の生活に近づくことがで
きたため、今年4月から全市を対象に実施しています。

キーワードは「住民力」
支援する側される側どちらも元気に

知っていますか？実は、生駒は介護予防先進都市。

【介護予防サービス】

※1元気度チェックリストは介護保険課窓口で配布している他、市ホームページに掲載しています。
※2要支援1・2の人も状態によっては二次予防に参加できる場合がありますので、相談してください。

できるうちから支え合い
ひまわりの集い

住民力!

1

生活期生活期
低高

高

移行期移行期
訪問型サービス

パワーアップ教室（幸楽）

パワーアップ教室
（きらめき、延寿）

地域で行ってい
るサロンなど、
集いの場他

転倒予防教室

ひまわりの集い

生活支援サービス

介護予防の�
イメージ

集中介入期集中介入期

多彩なメニューから
本人に合ったサービスを提供

【介護の必要性】

【
元
気
度
】

2014.11.15　いこまち　8



明日の元気を今つくる
｜特集｜

・�頻度など、地域包括
支援センターの職員
と利用者で決定
・�費用：200円/時間

　体力が低下している高齢者への支援として、掃除
や買い物、調理や布団干し、シーツなどの大物の洗
濯、衣類の入れ替え、電球の取り換えなど、市の研修
を受けたシルバー人材センターの会員がお手伝いし
ます。同年代のかたがサービス提供者ということもあ
り、話もはずみ利用者からも大変好評です。

　今後、介護を必要とする人や家事のサービスを必
要とする人が急増することを見据え、介護予防を普
及啓発するリーダーの養成と簡単な家事援助を行う
生活支援サポーターを養成します。支える側は介護
予防や生きがいになり、サービスの受け手は、同年代
の支え手による安心感を得るという相互扶助の関係

をつくることがね
らいの1つ。講座は
平成27年2月頃に
開催予定で、詳細�
は広報いこまちで
お知らせします。

支
え
合
う
こ
と
で
お
互
い
元
気
に

　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
」と
思�

っ
て
い
て
も
、気
が
付
く
と
で
き
な

い
こ
と
が
増
え
て
い
た
り
、突
然
の

病
気
や
け
が
で
、何
か
を
し
よ
う
と

し
て
も
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。年
を
重
ね
る
こ
と

は
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で

す
。ど
れ
だ
け
自
分
ら
し
く
生
き
、

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
か
は
、元

気
な
う
ち
か
ら
い
か
に
行
動
す
る
か

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
元
気
な
人
は
、状
態
を

維
持
す
る
た
め
に
、で
き
る
こ
と
を

続
け
ま
し
ょ
う
。何
か
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
る
人
は
、広
報
い
こ
ま
ち

や
、窓
口
で
相
談
す
る
な
ど
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人

も
頑
張
り
次
第
で
あ
き
ら
め
て
い

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
人
が
支
え
る
側
に
回
る
ま
で

回
復
し
た
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。年
の
近
い
人
ど
う
し
、笑
っ

た
り
、相
談
し
た
り
し
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
で
、お
互
い
が
回
復
す
る

相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
明
日
の
元
気
の
た
め

に
、今
で
き
る
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ペースのアドバイスをしたり励ましたり。同じ年代だからこそ分かり合える。それが、大きな効果を生み出しています。

同年代の仲間で助け合い
シルバー人材センターの活用

住民力!

2「支え」「支えられ」が一番の薬
生活・介護支援サポーター養成事業

住民力!

3
（生活支援サービス）

9　2014.11.15　いこまち
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12
月
は
市
税
の

  
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
、軽
自
動
車

税
な
ど
の
市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。福
祉
や

保
険
と
い
っ
た
社
会
保
障
、ご
み
処
理
、

教
育
、道
路
整
備
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
市

の
事
業
の
た
い
せ
つ
な
財
源
で
す
。

　

12
月
は「
市
税
の
滞
納
整
理
強
化
月

間
」。税
負
担
の
公
平・
公
正
の
た
め
、市

税
滞
納
額
の
縮
小
と
収
納
率
の
向
上
を

目
指
し
、滞
納
者
の
預
貯
金
だ
け
で
な
く

給
与
の
差
し
押
さ
え
に
も
踏
み
切
る
な
ど

滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　 

納
期
限

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の
場
合

は
、滞
納
税
が
な
く
な
る
ま
で
滞
納

処
分
を
実
施
す
る
。

　 

督
促・催
告

督
促
状
や
未
納
通
知・
催
告
状
を
発

送
。再
三
納
付
の
催
告
を
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、滞
納
が
続
く
と
滞

納
期
間
に
応
じ
延
滞
金
が
加
算
。

　 

財
産
調
査・捜
索

　
金
融
機
関
、勤
務
先
、取
引
先
な

ど
に
対
す
る
質
問・
調
査
な
ど
の
財

産
調
査
を
、法
律
に
基
づ
き
、滞
納
者

の
了
解
を
得
ず
に
実
施
す
る
。

　
ま
た
、差
し
押
さ
え
る
べ
き
財
産
を

捜
す「
捜
索
」を
、滞
納
者
の
意
思
に

よ
ら
ず
強
制
的
に
実
施
す
る
。

  
滞
納
は
放
置
せ
ず
、

  

必
ず
納
付
相
談
を

　

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
の
中
に
は
、

問収税課（☎0743-74-1111、内線298）

  

納
付・相
談
に
応
じ
な
い
人
に
は

  

滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
的
に
徴
収

　

大
多
数
の
人
が
納
期
内
に
納
付
さ
れ

て
い
ま
す
が
、滞
納
を
続
け
る
人
に
は
、

滞
納
処
分
を
執
行
し
ま
す
。滞
納
処
分

は
本
来
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、税

負
担
の
公
平
性
や
市
民
と
し
て
の
義
務

を
果
た
し
て
い
た
だ
く
た
め
行
っ
て
い
ま

す
。滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ
は
下
の
と
お

り
で
す
。

悪
質
な
滞
納
者
の

財
産
は
差
し
押
さ
え
ま
す

タイヤロックによる差押え処分。滞納が
続くと、強制的に財産を差し押さえます。

1滞納は、許さない。Topic

市税は、行政運営に欠かせない貴重な財源です。本市では、課税件数約12
万4,600件のうち約3,900件（約3％）が滞納となっています（9月末現在）。
公共サービスの充実と公平な税負担のため、滞納整理を強化しています。
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45

2Topic
国保の届出
がまだの人へ

� 問国保医療課国保係（内線782）

職場の健康保険に入ったとき
　国民健康保険（国保）の加入者が、職場の健康保
険（社会保険）に入ったときは、脱退の手続きが必要
です。この届け出がないと、二重に健康保険に加入し
ていることになります。
▶ 必要品　全対象者の国保と社会保険の保険証
（郵送による手続きも可能です）
◇�脱退の届け出が遅れると、加入の社会保険に保険
料を払っているにもかかわらず、国民健康保険税
（国保税）も納付したり、国保税の督促や催告など
が届いたりします。

社会保険の資格がなくなったとき
　国保の加入手続きをしてください。
 ▶必要品　社会保険資格喪失証明書（社会保険の
資格の切れた日が分かるもの）、加入手続きに来る人
が本人であると確認できるもの（運転免許証など）、
年金を受給している65歳未満の人は年金証書
◇�加入していた社会保険を継続できる場合がありま
す（任意継続）。各社会保険や職場に問い合わせて
ください。
◇�加入の届け出が遅れると、国保税は、加入の届け
出をした日からではなく、資格を得た月まで遡っ
て国保税を納めなければならなくなります。

世帯状況・構成が変わったとき
　国保は原則、住民登録に基づいて手続きします。
世帯主は家計上の主たる責任者（主として生計を維
持する人）として国保に加入していない場合でも、世
帯員が国保に加入していれば各種の届出義務や国保
税の納付義務を負います（これを擬制世帯主制度と
いいます）。
　世帯を同一にしていても生計を別にするように
なった場合は世帯分離の届け出を、世帯主が主たる
生計維持者でなくなった場合は世帯主変更の届け
出を市民課でしてください。届け出がないと、実情と
合わない人が納税義務を負うことになります。

市税の納付は安心・便利な口座振替納付をご利用ください

� 月
税目

11 12 1 2
2段目は納期限の日、口座振替納付の振替
日です。

市・県 民 税
（普通徴収）

4期
平成27年

1/5
固定資産税
都市計画税

3期 4期
12/1 2/2

国 保 税
（普通徴収）

5期 6期 7期 8期
12/1 1/5 2/2 3/2

11月は
固定資産税・都市計画税 第3期分
国民健康保険税 第5期分　の納付月です

納期限までに
納付してください

皆さんの生活に直結するニュースや情報を紹介します

01PICK

UP

　 

差
押

預
貯
金
、給
与
、生
命
保
険
、売
掛

金
、不
動
産
、自
動
車
、現
金
、有
価
証

券
、貴
金
属
な
ど
を
差
し
押
さ
え
る
。

　 

公
売・換
価（
現
金
化
）

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売・
換
価

し
、滞
納
税
に
充
当
。

災
害
や
盗
難
、本
人
や
家
族
の
病
気
、事

業
の
休
廃
止
、失
業
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
や
、多
重
債
務
な
ど
の
問
題
を
抱
え

込
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

特
に
多
重
債
務
者
へ
は
、弁
護
士
や

司
法
書
士
へ
の
相
談
を
促
し
、債
務
整

理
を
行
い
、納
付
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、放
置
せ
ず
に
早
め
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
休
日
納
付
相
談
日
の
と
き・
と
こ
ろ

…
12
月
13
日
㈯・14
日
㈰
、８
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で
、収
税
課
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本
市
の
会
計
は
、一
般
会
計・
特
別
会

計・
企
業
会
計
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
平
成
26
年
度
上

半
期
時
点
の
執
行
状
況
や
基
金
の
残
高

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
一
般
会
計
は
、福
祉
や
教
育
、公
共
工

事
な
ど
市
の
事
業
の
大
部
分
を
ま
か
な

う
会
計
で
す
。

　
平
成
26
年
９
月
末
現
在
の
一
般
会
計�

現
計
予
算
は
、当
初
予
算
額
３
６
２
億�

８
５
０
０
万
円
に
２
４
８
３
万
円
の
補�

正
予
算
と
平
成
25
年
度
か
ら
の
繰
越
し�

11
億
３
６
６
６
万
円
を
加
え
、３
７
４�

億
４
６
４
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。な

お
、平
成
26
年
度
上
半
期
の
主
な
補
正

予
算
は
、老
人
保
健
施
設
整
備
事
業
な

ど
で
し
た
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、特
定
の
収
入
で
特
定

の
事
業
を
行
う
と
き
、そ
の
収
支
を
明
確

に
す
る
た
め
に
設
置
す
る
会
計
で
す
。本

市
は
７
つ
の
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
生
駒
駅
前
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別

会
計
で
は
、近
鉄
生
駒
駅
北
側
に
地
上

５
階
建
て
の
複
合
商
業
施
設「
ベ
ル
テ
ラ

ス
い
こ
ま
」が
、４
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。駅
前
図
書
室
や
に
ぎ
わ
い
広

場「
ベ
ル
ス
テ
ー
ジ
」な
ど
を
併
設
し
、多

く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

民生費 134億
45億

3,379万円
7,408万円 （34.0％）

教育費 70億
19億

7,236万円
8,496万円 （28.1％）

総務費 38億
15億

6,151万円
8,640万円 （41.1％）

衛生費 37億
12億

3,187万円
1,748万円 （32.6％）

土木費 37億
7億
1,838万円
2,615万円 （19.5％）

公債費 32億
16億

8,329万円
8,682万円 （51.4％）

消防費 14億
6億
7,631万円
1,389万円 （41.6％）

産業経済費 4億
1億
4,029万円
9,688万円 （44.7％）

議会費 3億
1億
7,504万円
9,405万円 （51.7％）

その他 5,365万円
144万円 （2.7％）

一般会計�予算現額374億4,649万円（繰越・補正額を含む）
予算現額　374億4,649万円
支出済額　127億8,215万円

予算現額　374億4,649万円
収入済額　173億9,950万円

歳出
執行率34.1％

歳入
収入率46.5％

（52.6％）
166億
87億

8,184万円
7,648万円 市税

（39.2％）
52億
20億

7,775万円
6,714万円 国庫支出金

（61.2％）
38億
23億

8,500万円
7,699万円 地方交付税

（0％）
38億8,260万円

0円 市債

（14.1％）
23億
3億
4,752万円
3,136万円 県支出金

（46.6％）
16億
7億
6,537万円
7,584万円 交付金など

（41.5％）
12億
5億
6,042万円
2,310万円

使用料
手数料など

（0％）
6億4,586万円

0円 繰入金

（112.7％）
3,743万円
4,218万円 寄附金

（142.2％）
17億
25億

6,270万円
641万円 その他

（執行率）（収入率）

00 2020 4040 6060 8080 100100 120 140120140160 （億円）（億円）

問財政課（☎0743-74-1111、内線273）、土地と建物は総務課（内線254）���
水道事業会計は水道事業事務所（☎79-2800）、病院事業会計は病院建設課（内線493）

お財布事情をお知らせ
生駒市の

本市の財政がどのように運営されているかを皆さんに知ってもらうた
め、毎年2回、予算の執行状況や市有財産などの概要を公表しています
（金額の記載は、表示単位未満で端数処理しています）。

平成26年度
上半期

（4月1日～9月30日）
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PICK

UP 皆さんの生活に直結するニュースや情報を紹介します

02

生駒のおいしい水が飲める「水飲
み場」を新たに2か所設置

建設中の生駒市立病院。平成 27
年 6月開院予定

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、民
間
企
業
の
よ
う
に
利

用
料
金
な
ど
の
収
益
で
運
営
し
て
い
る

会
計
で
す
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、平
成
26
年
４

月
使
用
分
か
ら
消
費
税
率
改
定
に
伴
い
、

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
し
た
。ま
た
、老

朽
水
道
管
の
布
設
替
な
ど
送
配
水
設
備

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、生
駒
の
水

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、ボ
ト
ル
に
も
給
水
で

き
る
水
飲
み
場
を
鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
と
高
山
竹
林
園
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、半
期
分
の
病
院

用
地
の
賃
借
料
、病
院
事
業
債
の
償
還

金
な
ど
を
支
出
し
ま
し
た
。

特別会計 （特定の収入で特定の事業を行う時、その収支を明確に
するために設置するもの）

特別会計名 現計予算額 収入済額 支出済額
国民健康
保険 117億2,532万円 42億3,285万円 50億4,861万円

介護保険 72億9,315万円 26億6,430万円 29億3,032万円
下水道事業 29億6,544万円 3億8,814万円 8億4,346万円
後期高齢者
医療 14億7,783万円 4億8,861万円 4億5,772万円

自動車
駐車場事業 1億9,680万円 7,061万円 8,639万円

生駒駅前
市街地
再開発事業

2億6,026万円 8,679万円 2億4,616万円

公共施設
整備基金 1億42万円 733万円 695万円

企業会計
企業会計名 予算額 収入済額 支出済額
水
道
事
業

収益的
収支 35億9,467万円 14億7,300万円 15億593万円

資本的
収支 9億9,067万円 2,367万円 1億940万円

病
院
事
業

収益的
収支 6,748万円 1万円 2,819万円

資本的
収支 76億9,290万円 0円 1,432万円

市有財産・市債・基金の状況
土地と建物

（平成26年9月末現在、単位：㎡）

種類 土地
（面積）

建物
（延べ面積）

行
政
財
産

本庁舎 14,184.24 16,054.56

消防
施設 14,399.91 7,216.93

学校 523,748.39 143,007.91

公営
住宅 23,936.50 6,574.20

公園 1,507,641.32 13,289.38

その他 428,460.97 124,157.04

普
通
財
産

建物 - 10,671.09

宅地 79,933.92 -

雑種地 17,057.70 -

山林 51,300.47 -

計 2,660,663.42 320,971.11

市債（特定の事業を行うときの財源不足や、普通交
付税の不足額を補うために市が借り入れるお金）

会計名 平成26年
9月末残高

会
計
別

一般会計 183億5,428万円

特別会計の合計 106億9,646万円

企業会計の合計 11億8,699万円

計 302億3,773万円

基金（特定の事業を実施するためにお金
を積み立てる市の貯金）

基金名 平成26年
9月末残高

財政調整基金 23億9,562万円

減債基金 18億3,339万円

北部地域整備
促進基金 24億5,874万円

職員退職
給与基金 15億6,746万円

公共施設
整備基金 10億8,054万円

介護給付費
準備基金 5億9,675万円

市営住宅
整備基金 1億6,862万円

応急診療施設等
整備基金 3億5,787万円

その他基金 11億1,274万円

計 115億7,173万円

借入先 平成26年
9月末残高

借
入
先
別

財務省 72億5,207万円
地方公共団体
金融機構 70億4,283万円

金融機関
など 159億4,283万円

計 302億3,773万円
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◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦

食
育
の
た
め
の
女
の
料
理
教
室

▼
対
象　
市
内
に
住
む
概
ね
60
歳

代
ま
で
で
、食
育
に
関
心
が
あ

り
、全
回
参
加
で
き
る
女
性

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
15
日
㈪
、

平
成
27
年
１
月
19
日
㈪
、２
月

２
日
㈪
、３
月
２
日
㈪
、９
時
30

分
～
13
時
、セ
ラ
ビ
ー
い
こ
ま

▼
内
容　
生
駒
市
健
康
づ
く
り
推

進
員
の
指
導
に
よ
る
調
理
実
習

▼
定
員　
25
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
各
５
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

往
復
は
が 

き
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を 

書
い
て
、12
月
１
日
㈪（
必
着
）ま 

で
に
藤
尾
庸よ

う

子こ

さ
ん（
〒
６
３ 

０
―０
２
２
２
、壱
分
町
９
１
３

―１
、☎
77・８
４
５
１
、18
時
～

21
時
）

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

き
な
こ
作
り
と
簡
単
お
餅
作
り

▼
対
象　
4
歳
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
23
日
㈷

14
時
か
ら
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
無
農
薬
で
栽
培
し
た
大

豆
を
さ
や
か
ら
取
り
出
し
、き
な 

粉
作
り
を
体
験
。親
子
で
簡
単

お
餅
作
り
も
♪

▼
定
員　
15
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
組
１
２
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日 

㈫
か
ら
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
、 

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話 

番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書 

い
て
リ
ト
ル
パ
イ
ン
総
合
型
地 

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備 

委
員
会（
☎
０
９
０・１
９
６
７・ 

９
１
２
４
、
87・
９
７
１
９
、

littlepine@
hb.tp1.jp

）

い
こ
ま
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

「
初
め
て
の
パ
ン
作
り
に
挑
戦
」

▼
対
象　
市
内
に
住
む
小
学
生（
グ 

ル
ー
プ
で
の
応
募
は
、兄
弟
姉
妹

だ
け
可
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
25
日
㈭

９
時
30
分
～
13
時
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
生
駒
市
人
材
バ
ン
ク
登 

録
団
体・
マ
ー
シ
ー
に
よ
る
、ク 

ッ
キ
ー
パ
ン
、ク
リ
ス
マ
ス
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
な
ど
を
作
り
ま
す
。

▼
定
員　
25
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
８
０
０
円

　

︱
︱
必
要
品
な
ど
詳
し
く
は
参

加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
み・
問
合
せ　

は
が
き
に

おいしいパンを作ろう

イメージ

ふ
ろ
ー
ら
む
12
月
の
教
室 

お

正
月
に
門
松
を
飾
り
ま
せ
ん
か

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
21
日
㈰

10
時
～
12
時
、花
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む

▼
内
容　

い
こ
ま
宝
の
里
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、１
組
１
基
の
ミ
ニ
門

松（
高
さ
60
㎝
位
）づ
く
り

▼
定
員　
15
組（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
０
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
電
話
、は
が 

き
、フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
住 

所
、氏
名・
ふ
り
が
な
、日
中
連 

絡
の
つ
く
電
話
番
号
を
明
ら
か 

に
し
て
、11
月
30
日
㈰（
必
着
） 

ま
で
に
花
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン 

タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む「
12
月
の
教

室
」係（
〒
６
３
０
―０
１
２
２
、 

手づくり門松はいかが

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
の

自
分
色
探
し
講
習
会

▼
対
象　
市
内
に
住
む
お
お
む
ね

60
歳
以
上

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
１
日
㈪

10
時
～
12
時
、金き

ん

鵄し

の
杜も

り 

倭や
ま
と

苑え
ん

に
集
合

▼
内
容　
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー・
塗
り

絵・
貼
り
絵・
フ
リ
ー
画
の
指
導

と
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
の

自
分
色
探
し
の
講
座

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
５
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
24
日

（
月・
振
）～
29
日
㈯
の
９
時
～

17
時
に
直
接
か
電
話
で
金
鵄
の

杜 
倭
苑（
☎
78・３
１
１
０
）

年
末
防
犯
交
通
特
別
警
戒

パ
レ
ー
ド

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
１
日
㈪

15
時
30
分
か
ら
ベ
ル
ス
テ
ー
ジ

を
出
発
し
て
近
鉄
生
駒
駅
周
辺

を
周
り
ま
す
。

▼
内
容　
出
発
式
、警
察
音
楽
隊

の
生
演
奏
、パ
レ
ー
ド
、啓
発
物

品
の
配
布

▼
問
合
せ　
生
活
安
全
課（
内
線

３
６
４
）

救
命
講
習
を
受
け
ま
し
ょ
う

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
中
学
生
以

上 真
弓
１
―11
―16
、☎
70
・
０
１
８ 

７
、
70・０
２
８
７
、hana 

m
achi@

city.ikom
a.lg.jp

）。 

キ
ャ
ン
セ
ル
不
可

住
所
、氏
名・
ふ
り
が
な
、学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、12
月
８

日
㈪（
必
着
）ま
で
に
生
涯
学

習
課「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」係

（
〒
６
３
０
―０
２
８
８
、東
新

町
８
―38
、内
線
６
４
７
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
13
日
㈯

９
時
～
12
時（
受
付
は
8
時
30

分
か
ら
）、消
防
本
部

▼
内
容　
突
然
け
が
や
病
気
で
倒

れ
た
人
に
行
う
応
急
手
当
な
ど

を
学
び
ま
す
。

▼
定
員　
30
人

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
12
日

㈮
ま
で
の
月
～
金
曜
日
の
９
時 

～
17
時
に
直
接
か
電
話
で
消
防 

署（
☎
73・
０
１
１
９
、内
線
６ 

１
２
）

　

︱
︱
詳
し
く
は
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2014.11.15　いこまち　14



お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

第
８
回
ｉイ

コ

リ

ュ

ウ

ｋ
ｏ
ｒ
ｙ
ｕ
音
楽
祭

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
14
日
㈰

12
時
～
15
時
30
分
、南
コ
ミ
ュ

迎
春
和
凧
作
り
教
室

▼
対
象　
和
凧
作
り
に
興
味
の
あ

る
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
要

保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
21
日
㈰ 

13
時
～
15
時
、高
山
竹
林
園

▼
内
容　
な
ら
凧
の
会
の
中
村
梁む

ね

幸ゆ
き
さ
ん
に
よ
る
、本
格
的
な
和
凧

作
り

▼
定
員　
20
組（
抽
選
制
。グ
ル
ー

プ
の
場
合
は
１
組
２
人
ま
で
）

▼
費
用　
５
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
往
復
は
が
き 

に
参
加
者
全
員
の
住
所・
氏
名・

大
人
も
い
っ
し
ょ
♪
お
は
な
し

会
と
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
工
作

▼
対
象　

市
内
に
住
む
人（
未
就

学
児
は
要
保
護
者
同
伴
。大
人

だ
け
の
参
加
可
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
７
日
㈰

10
時
～
12
時
、図
書
会
館

▼
内
容　
お
は
な
し
会
と
牛
乳
パ 

ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
作
り

▼
必
要
品　
牛
乳
パ
ッ
ク
、使
い
慣 

れ
た
は
さ
み
、懐
中
電
灯
、ク
レ

ヨ
ン
か
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
な
ど

▼
定
員　
40
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
図
書
館（
☎
75・５
０ 

０
０
）

おはなし会と工作を楽しもう

問生涯学習課（内線644）

▶ところ　たけまるホール
　――公共交通機関を利用してください。
▶費用　無料（申込不要）
■作品展示
▶ とき　11月28日㈮～30日㈰、9:00～ 

17:00（28日は13:00から、30日は15: 
00まで）

▶ 内容　書道・園芸・手芸・陶芸・絵画ク
ラブの作品展示、クッキング・ハイキン
グ・レクリエーション体操・民謡・コーラ
スクラブの活動記録の展示

■学習発表会
▶とき　11月29日㈯13:00～14：00
▶ 内容　コーラス、民謡、レクリエーショ

ン体操クラブによる舞台発表
■大演芸会
▶とき　11月29日㈯14:00～17：00
▶ 内容　いこま寿大学生による踊り、寸

劇、コーラス、紙芝居などの演芸披露、
豪華賞品の当たる大抽選会

■お茶席、コーヒーコーナー
▶ とき　お茶席コーナーは11月29日㈯

10：00～12:00、コーヒーコーナーは11
月29日㈯12:00～15:30

▶ 費用　1杯100円（お茶席は和菓子付き。 
なくなり次第終了）

■記念講演
▶とき　11月30日㈰13:30～15:00
▶ 内容　東洋大学文学部名誉教授の坂

さ か

詰
づ め

力
り き

治
じ

さんによる講演「今どきの日本語
～ことばの意味変化～」

いこま寿大学大学祭
第17回

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー

ル
▼
内
容

◇
交
流
ひ
ろ
ば（
12
時
～
13
時
）… 

エ
ス
ニ
ッ
ク
バ
ザ
ー（
民
族
雑

貨
、手
作
り
品
な
ど
）、喫
茶
コ 

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◇
ス
テ
ー
ジ
発
表（
13
時
～
14
時

30
分
）…
ち
ゅ
ら
三
線
サ
ー
ク 

ル
、南ナ

ム
ジ
ョ
ン
ス秀
韓
国
伝
統
舞
踊
団
、 

ベ
ル
デ・
ベ
リ
ー
、南
田
原
音
頭 

友
の
会
、南
田
原
池
谷
リ
ヨ
子 

舞
踊
教
室
、N ナ

イ
ス
タ
ー
ズ

aister,s P

ポ
チ
ョ

oco 
P

ポ
チ
ョ

oco

な
ど
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

民
族
音
楽
と
舞
踊
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
２
０
０
人（
当
日
先
着

順
）

▼
費
用　
無
料

ふ
り
が
な・
年
齢・
電
話
番
号
を

書
い
て
、12
月
１
日
㈪（
必
着
）

ま
で
に
高
山
竹
林
園「
迎
春
和

凧
作
り
教
室
」係（
〒
６
３
０
―

０
１
０
１
、高
山
町
３
４
４
０
、

☎
79・３
３
４
４
）

　

︱
︱
1
枚
の
は
が
き
で
は
1
組

し
か
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

中
丸
三み

千ち

繪え

コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き・
と
こ
ろ　

平
成
27
年
３

月
15
日
㈰
14
時
開
演（
開
場
は

13
時
30
分
）、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
「
マ
リ
ア・カ
ラ
ス・コ
ン 

ク
ー
ル
」日
本
人
唯
一
の
優
勝

者
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、中
丸
三
千

繪
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。曲

目
は「
初
恋
」、歌
劇「
ト
ス
カ
」

よ
り「
歌
に
生
き
、愛
に
生
き
」他

▼
費
用　
３
０
０
０
円（
全
席
指

定
席
。未
就
学
児
は
入
場
不
可
）

　
︱
︱
入
場
券
は
11
月
29
日
㈯
10

時
か
ら
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル
、北

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ

中丸三千繪さん
い
ホ
ー
ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
、図
書
会
館

で
販
売
し
ま
す
。入
場
券
の
電

話
予
約
は
、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
だ
け

（
☎
０
５
７
０・02・９
９
９
９
、

Ｐ
コ
ー
ド
：
２
４
６
―５
７
２
）

▼
問
合
せ　
た
け
ま
る
ホ
ー
ル（
☎

75・０
１
０
１
）

▼
問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
こ
ま 

国
際
交
流
協
会
ｉ
ｋ
ｏ
ｒ
ｙ
ｕ 

音
楽
祭
係（
☎
兼

78・６
４
９ 

１
、info@

ikoryu.net

）
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◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
遊
ぼ
う

▼
対
象　
年
長
児
に
あ
た
る
幼
児

～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
21
日
㈰

10
時
～
14
時
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
子

ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、ケ
ー

キ
、昼
食
や
ゲ
ー
ム
な
ど
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
み
ま
す
。

み
ん
な
お
い
で
よ
！
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
31
団
ま
つ
り

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
14
日
㈰

13
時
～
15
時
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き

▼
内
容　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
展

示
、活
動
体
験
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で

作
っ
た
迷
路
、ゲ
ー
ム
な
ど

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　

同
団
の
河
内
さ
ん

（
☎
兼

79・２
４
３
５
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
生
駒
第
４
団

体
験
集
会「
落
ち
葉
で
遊
ぼ
う
」

▼
対
象　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動

に
興
味
の
あ
る
年
中
児
以
上
と

そ
の
保
護
者（
男
女
問
わ
ず
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
７
日
㈰

10
時
30
分
～
12
時
30
分
、ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
生
駒
第
４
団
キ
ャ

ン
プ
場（
あ
す
か
野
小
学
校
西

側
）

▼
内
容　

落
ち
葉
遊
び
。豚
汁
も

出
ま
す
。

▼
必
要
品　

軍
手
、お
わ
ん
、箸
、

お
に
ぎ
り

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
５
日 

㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

同
団
の
中
岡
さ
ん（
☎
78・
０
８ 

３
１
）

Ｓシ

Ｈュ

Ｕウ

―Ｉア
イ
定
期
ラ
イ
ブ

Ｖ
ｏ
ｌ・５

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
23
日
㈷

①
15
時
開
演（
14
時
30
分
開
場
） 

②
18
時
30
分
開
演（
18
時
開
場
）、 

た
け
ま
る
ホ
ー
ル

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
平
成
21
年
の
韓
国
デ
ビ 

ュ
ー
後
、日
本
で
も
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
、４
人
組
ダ

ン
ス
ボ
ー
カ
ル
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
日
本
定
期
ラ
イ
ブ

▼
費
用　
前
売
５
０
０
０
円
、当

日
５
５
０
０
円（
全
席
指
定
。未

就
学
児
の
入
場
不
可
）

　
︱
︱
入
場
券
は
11
月
26
日
㈬
10

時
か
ら
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル
、北

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
、図
書
会
館

SHU-Iの日本定期ライブ

人
権
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
対
象　
市
内
に
住
む
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者（
未
就
学
児
は
要

保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
20
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
妖
怪
の
冒
険
と
成
長
の

物
語「
豆と

う

富ふ

小
僧
」上
映
、人
権

啓
発
コ
ー
ナ
ー（
パ
ネ
ル
展
示
、

啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど
）

▼
定
員　
２
７
１
人

▼
費
用　
無
料

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題 

県
民
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
21
日
㈰

13
時
～
16
時
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

で
販
売
し
ま
す
。入
場
券
の
電

話
予
約
は
、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
だ
け

（
☎
０
５
７
０・02・９
９
９
９
、

Ｐ
コ
ー
ド
：
２
４
７
―９
８
４
）

▼
問
合
せ　
た
け
ま
る
ホ
ー
ル（
☎

75・０
１
０
１
）

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

布
巾

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
問
合
せ　
12
月
7
日
㈰
ま
で
に

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈
良
県
第
22

団
の
奥
西
久
美
子
さ
ん（
☎
兼

77・６
３
３
５
）

 

生駒の話題や情報をお届
けする15分番組。毎月1日・
15日に更新。手話通訳つき

生駒市広報番組
ラブリータウンいこま

▶視聴方法
◇KCNファミリーチャンネルで
　毎日10：00と22：00に放送
◇市ホームページから
　YouTubeで配信

▶11月15日～30日の放送予定内容
〈トピックス〉
　◇小学生メニューコンテスト（調

理審査）
　◇ スタントマンと自転車安全教室
〈いこま探検隊〉
　◇ 昔の生駒駅周辺を知る人を探せ
〈いこま歴史街道〉
　◇西畑周辺の中世集落

問広報広聴課（内線222）

▼
内
容　
テ
ー
マ
は「
お
酒
で
お
困

り
の
あ
な
た
へ
」

◇
基
調
講
演
…
植
松
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
の
植
松
直
道
さ
ん
に
よ
る

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い 

て
」、奈
良
県
職
員
に
よ
る「
相
談 

の
実
際
や
各
種
制
度
に
つ
い
て
」

◇
断
酒
会
家
族
の
体
験
発
表
と
断

酒
会
の
活
動
紹
介

◇
お
酒
の
悩
み
個
別
相
談

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
奈
良
県
精
神
保
健
福 

祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
７
４
４・43・ 

３
１
３
１
）、奈
良
県
断
酒
連
合

会
の
山
崎
さ
ん（
☎
０
７
４
２・

93・９
７
０
９
）

　
︱
︱
入
場
整
理
券
は
１
人
３
枚

ま
で
で
、11
月
25
日
㈫
９
時
30

分
か
ら
人
権
施
策
課
で
配
布
し

ま
す
。入
場
者
１
人
に
つ
き
入

場
整
理
券
が
１
枚
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ　
人
権
施
策
課（
内
線

３
１
３
）

視聴は
こちら
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
４
」

開
催
に
よ
る
交
通
規
制

▼
と
き　
12
月
14
日
㈰
８
時
30
分

頃
～
15
時
頃　

▼
主
な
規
制
区
間　

◇
国
道
３
６
９
号（
大
宮
通
り
）…

二
条
大
路
南
５
丁
目
～
県
庁
東

～
焼
門
前

◇
国
道
１
６
９
号（
天
理
街
道
）…

障
害
児・者
を
守
る 

連
合
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
14
日
㈰

10
時
～
12
時
、福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
障
が
い
児・
者
と
、多
く

の
市
民
が
ふ
れ
あ
い
楽
し
め
る
、

ひ
こ
う
き
ぐ
も
コ
ン
サ
ー
ト
、ミ

ニ
ゲ
ー
ム

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
6
日

㈯
ま
で
に
生
駒
市
障
害
児・
者

を
守
る
連
合
会
の
安
田
ま
ゆ
み

さ
ん（
☎
兼

79・３
６
０
８
）

「
障
害
者
週
間
」ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
と
模
擬
店・バ
ザ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
６
日
㈯

11
時
か
ら
、福
祉
セ
ン
タ
ー

　
︱
︱
10
時
35
分
、11
時
５
分
、11

時
35
分
、12
時
30
分
、13
時
に
近

鉄
生
駒
駅
南
口
発（
東
生
駒
駅

は
５
分
後
）の
無
料
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

▼
内
容

◇
11
時
か
ら
…
福
祉
シ
ョ
ッ
プ

（
障
が
い
者
が
作
る
お
菓
子
な
ど

の
販
売
）、ミ
ニ
バ
ザ
ー
、模
擬

店（
カ
レ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

◇
13
時
30
分
か
ら（
開
場
は
13
時
）

…
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト「
道
を

進
む
」。全
盲
で
あ
り
な
が
ら
プ

ロ
の
和
太
鼓
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
奏
者
と
し
て
活
躍
す
る
片
岡

亮
太
さ
ん
。障
が
い
と
向
き
合
い

な
が
ら
自
ら
の
道
を
進
む
そ
の

軌
跡
を
、迫
力
あ
る
和
太
鼓
演

奏
と
体
験
に
基
づ
い
た
ト
ー
ク

で
伝
え
ま
す
。

片岡亮太さん

Ｄダ

ッ

ズ

ａ
ｄ‘
ｓ
＆ア
ン
ド

Ｍマ

ミ

ー

ズ

ａ
ｍ
ｍ
ｙ‘
ｓ

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
７
日
㈰ 

13
時
30
分
～
16
時
、北
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば

た
き

▼
内
容　
ジ
ャ
ズ・ラ
テ
ン
音
楽
な

　

︱
︱
手
話
通
訳・
要
約
筆
記
が

あ
り
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
73・ 

０
７
０
０
、
73・０
２
９
４
）

ど
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
真ま

住す

居い

明
男
さ
ん（
☎ 

75・３
４
２
０
）

紀
寺
～
窪
之
庄
町
南

◇
県
道
高
畑
山
線
な
ど
…
高
樋
町

～
円
照
寺
前
～
高
畑
町

◇
奈
良
市
道
な
ど（
や
す
ら
ぎ
の
道
） 

…
高
天
～
奈
良
市
鴻
ノ
池
陸
上

競
技
場
、奈
良
公
園
、天
理
市
内

▼
問
合
せ　
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局（
☎
０
７
４
２・

81・８
７
５
２
）

ふ
れ
あ
い
歌
唱
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
４
日
㈭

13
時
～
15
時
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

（
申
込
不
要
）

▼
内
容　
課
題
曲「
昭
和
の
花
」の

学
習

▼
問
合
せ　
歌
唱
愛
好
会
の
藤
島

明あ
き
ら

さ
ん（
☎
74・１
２
７
７
）

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
16
日
㈫

13
時
～
15
時
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

（
申
込
不
要
）

▼
内
容　
プ
ロ
歌
手
の
講
師
に
よ

る
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
丁
寧
な
指
導

▼
問
合
せ　

ル
ミ
エ
ー
ル
の
会
の

重し
げ

森も
り

恵
子
さ
ん（
☎
74・
８
２
１ 

７
）

「
い
こ
ま
夢
リ
サ
イ
タ
ル
」を

開
催
し
ま
す

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
7
日
㈰

9
時
30
分
開
演
、た
け
ま
る
ホ
ー

ル
　
︱
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
（
前
半
の
部
）日
本
の
各

種
舞
踊
、民
謡
、詩
舞
、カ
ラ
オ

ケ
、和
楽
器
な
ど
、（
後
半
の
部
）

外
国（
洋
楽
）の
各
種
ダ
ン
ス
、

体
操
、楽
器
演
奏
、コ
ー
ラ
ス
な

ど
▼
定
員　
９
３
２
人（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
生
涯
学
習
課（
内
線

６
４
6
）

さ
を
り
体
験

さ
を
り
カ
フ
ェ
ゆ
う
ほ
～

▼
と
き・と
こ
ろ　
毎
週
火
～
土
曜

日
の
13
時
30
分
～
16
時
30
分
、 

ア
コ
ー
ル
い
こ
ま
も
や
い
館
２

階
喫
茶
ゆ
う
ほ
～（
こ
ど
も
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
と
同
じ
建

物
内
）

▼
内
容　

簡
易
織
り
機
に
よ
る
、

マ
フ
ラ
ー
、バ
ッ
グ
、小
物
類
な

ど
の
作
製

▼
費
用　

１
０
０
０
円（
材
料
代

は
実
費
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
火
～
土
曜

の
13
時
30
分
～
16
時
30
分
に

直
接
ゆ
う
ほ
～
か
電
話
で
か
ざ

ぐ
る
ま
の
小
野
さ
ん（
☎
75・
６ 

６
０
６
）

法
楽
寺
師
走
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
６
日
㈯

10
時
30
分
～
11
時
50
分
、法
楽

寺（
高
山
町
）

▼
内
容

◇
第
１
部
…
住
職
に
よ
る
講
話

◇
第
２
部
…
水
谷
和か

ず

大お（
ギ
タ
ー
）、 

北
川
し
の
ぶ（
チ
ェ
ロ
）に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。曲
目
は「
白

鳥
」「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」「
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
宮
殿
の
思
い
出
」他

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
法
楽
寺（
☎
79・
２
２ 

５
６
）
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シ
ャ
ン
ソ
ン
を
ご
い
っ
し
ょ
に

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
10
日
㈬

12
時
30
分
～
14
時
30
分
、た
け

ま
る
ホ
ー
ル

▼
内
容　

人
生
の
歌
、愛
の
歌
を

し
み
じ
み
と
歌
い
ま
せ
ん
か
。

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
シ
ャ
ン
テ・
シ
ャ
ン
テ

の
田
淵
順じ

ゅ
ん

子こ

さ
ん（
☎
74・５
２ 

２
６
）

午
後
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
６
日
㈯

15
時
～
16
時
30
分
、た
け
ま
る

ホ
ー
ル

▼
内
容　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
合

奏
と
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
演
奏

▼
定
員　
１
０
０
人（
申
込
順
）

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
無
料
体
験
会

▼
対
象　
60
歳
以
上

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
26
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
関
節
の
動
き
を
良
く
す

る
ス
ト
レ
ッ
チ
講
習（
申
込
不
要
）

▼
必
要
品　
飲
み
物
、タ
オ
ル
、動

般
若
心
経
を
書
き
ま
せ
ん
か

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
９
日
㈫・

20
日
㈯
、13
時
～
17
時
、た
け
ま

る
ホ
ー
ル

　

︱
︱
２
日
と
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
内
容　
写
経
体
験
と
仏
典
の
内

容
学
習
、会
員
作
品
の
鑑
賞

▼
必
要
品　
小
筆
、硯す

ず
り

、下
敷
、文

鎮
、半
紙
漢
字
用
２
枚

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
７
日 

㈰
ま
で
に
写
経
の
爽
心
会
の
伊 

藤
敏
彦
さ
ん（
☎
77・６
５
２
５
）

韓
国
語
入
門

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
29
日
㈯

15
時
～
16
時
30
分
、図
書
会
館

▼
内
容　
韓
国
語
の
基
礎
を
自
主

的
に
学
ぶ
初
心
者
向
け
講
座

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
語
学
探
検
会
の
永
井

義よ
し

人と

さ
ん（
☎
０
８
０・
６
１
６ 

１・５
１
６
０
）

童
謡
を
歌
い
ま
し
ょ
う

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
27
日
㈭

14
時
40
分
～
16
時
、図
書
会
館

▼
内
容　
ピ
ア
ノ
伴
奏
で「
紅
葉
」

他
、韓
国
童
謡
を
歌
い
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
童
謡
カ
フ
ェ
の
辻
口

旦あ
さ

子こ

さ
ん（
☎
０
９
０・
４
７
６ 

５・７
９
５
１
）

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
傘
踊
り
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
25
日
㈫

12
時
～
14
時
30
分
、た
け
ま
る

ホ
ー
ル

▼
内
容　
鳥
取
県
の
傘
踊
り
を
生

駒
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
生
駒
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

傘
踊
り
の
植
西
裕ゆ

う

子こ

さ
ん（
☎

79・４
３
１
７
）

あ
す
な
ら
ホ
ー
ム
菜
畑

地
域
学
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
７
日
㈰

13
時
30
分
～
15
時
、菜
畑
自
治

会
館（
東
生
駒
月
見
町
）

▼
内
容　
協
同
福
祉
会
の
介
護
保 

険
施
設「
あ
す
な
ら
ホ
ー
ム
菜
畑
」

き
や
す
い
服
装

▼
問
合
せ　

み
っ
き
ー
く
ら
ぶ
の 

橋
口
留る

美み

さ
ん（
☎
０
５
０・
３ 

６
９
９・６
０
６
０
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・問
合
せ　
電
話
、フ
ァ

ク
ス
、は
が
き
か
メ
ー
ル
で
11
月 

24
日（
月・振
）～
12
月
１
日
㈪
に 

生
駒
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

み
ん
な
で
踊
り
ま
し
ょ
う

▼
対
象　
女
性

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
12
日
㈮

９
時
30
分
～
11
時
、た
け
ま
る

ホ
ー
ル

▼
内
容　
健
康
と
仲
間
づ
く
り
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

▼
必
要
品　
軽
装
、上
靴
、飲
み
物

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
奈
良
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン 

ス
協
会
シ
ク
ラ
メ
ン
の
稲
川
昭あ

き

子こ

さ
ん（
☎
０
９
０・５
１
６
６・ 

７
７
７
０
）

の
取
組
や
生
活
リ
ハ
ビ
リ
の
事

例
を
紹
介
し
、リ
ハ
ビ
リ
体
操
も

行
い
ま
す
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

よ
る
介
護
相
談
会
な
ど
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
定
員　
20
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料（
茶
菓
子
付
き
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
24
日

（
月・振
）～
前
日
に
あ
す
な
ら
ホ 

ー
ム
菜
畑
の
中
村
さ
ん（
☎
75・

１
１
４
１
）

会
の
木
村
喬た

か
し

さ
ん（
〒
６
３
０
― 

０
１
３
５
、南
田
原
町
２
３
２ 

５
―２
、☎
兼
25・
３
８
０
０
、 

ikom
asirec21@

yahoo.
co.jp

、19
時
以
降
）

障がいや発達に不安がある子どもたちを
切れ目なく支援するために…

サポートブックいこま

たけまるノートができました！

　保護者や特別支援学校などの先生と福祉の支
援者たちがいっしょに作った「たけまるノート」。
　子どもの生活・発達・支援に関する情報を記入
したり、書類をはさんだりして保護者と支援者を
つなぐノートです。支援者が 
変わっても、今後はこのノート
を見せれば大丈夫。一貫した
支援に役立ちます。
　希望する保護者(生駒市
民）に12月1日㈪から使い方
を説明し、無料で渡します。
問障がい福祉課（内線795）

2014.11.15　いこまち　18



お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

福
　
祉

介
護
予
防
教
室

▼
対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

高
齢
者
や
そ
の
家
族
、介
護
予

防
に
関
心
の
あ
る
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
３
日
㈬

13
時
30
分
～
15
時
30
分
、図
書

会
館

▼
内
容　
「
口こ

う

腔く
う
ケ
ア
」を
テ
ー
マ

に
、口
の
体
操
、口
の
手
入
れ
な

ど
の
方
法
を
歯
科
衛
生
士
が
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
東
生
駒
地
域
包
括
支 

援
セ
ン
タ
ー（
☎
75・３
３
６
７
）

生
き
い
き
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
は
済
み
ま
し
た
か

　

平
成
26
年
度
分
の
生
き
い
き
カ 

ー
ド（
交
通
費
助
成
券
）の
交
付
期

限
は
平
成
27
年
3
月
末
ま
で
で
す
。

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、早

め
に
受
け
取
り
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
交
付
期
限　
平
成
27
年
3
月
31

日
㈫
17
時
15
分（
厳
守
）

▼
必
要
品　
4
月
末
に
対
象
者
に

郵
送
し
た
申
請
書（
紛
失
し
た

人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）、

印
鑑

　
︱
︱
国
が
指
定
す
る
特
定
疾
患
、 

小
児
慢
性
疾
患
の
人
は
、申
請

効
果
的
な
し
つ
け
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象　

市
内
に
住
み
、全
日
程

に
参
加
で
き
、12
月
１
日
現
在
で

２
歳
以
上
の
子
ど
も
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
11
日・
25

日
、平
成
27
年
１
月
15
日・
29

日
、2
月
12
日・
26
日
、3
月
12 

日（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）、９
時
30 

分
～
11
時
30
分
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

子
ど
も
に
し
て
ほ
し
い

行
動
を
具
体
的
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
工
夫
な
ど
を
、体
験
を

通
じ
て
学
び
ま
す
。

▼
定
員　
6
人（
抽
選
制
。託
児
あ

り
、要
申
込
）

▼
費
用　
無
料

サ
ン
デ
ー
ひ
ろ
ば

▼
対
象　
市
内
に
住
む
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
幼
稚

園・保
育
園
の
園
児
も
参
加
可
）

書
を
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

当
該
受
給
者
証
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付・問
合
せ

◇
70
歳
以
上
の
人
…
高
齢
福
祉
課

（
内
線
７
６
８
）

◇
70
歳
未
満
で
障
が
い
の
あ
る
人

…
障
が
い
福
祉
課（
内
線
７
９ 

３
）

楽しく子育て♪

▼
申
込
み・問
合
せ　
は
が
き
に
住

所
、氏
名・
ふ
り
が
な
、年
齢
、電

話
番
号
、託
児
が
必
要
な
人
は
、

子
ど
も
の
氏
名・
ふ
り
が
な・
年

齢
を
書
い
て
、11
月
28
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
、子
育
て
支
援
総
合 

セ
ン
タ
ー「
コ
モ
ン
セ
ン
ス・
ペ 

ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
講
座
」係（
〒 

６
３
０
―０
２
５
７
、元
町
１
丁

目
６
―12
、☎
73・５
５
８
２
）

（
保
護
者
）と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
み・
問
合
せ　

講
習
会
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。12
月

8
日
㈪
ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ

ポ
ー
ト（
☎
73・５
５
５
２
）

「
ち
ど
り
で
あ
そ
ぼ
」の

子
育
て
講
座

▼
対
象　
市
内
に
住
む
０
歳
～
就

園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
11
日
㈭

10
時
～
11
時
、い
ち
ぶ
ち
ど
り
保

育
園

▼
内
容　

看
護
師
に
よ
る「
子
ど

も
の
お
悩
み
相
談
」。小
さ
な
こ

と
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
定
員　
15
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日 

㈫
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、い 

ち
ぶ
ち
ど
り
保
育
園（
☎
76・
２ 

４
０
０
、
76・２
４
０
１
）

フ
ァ
ミ・サ
ポ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

▼
対
象　
援
助・両
方
会
員
と
、フ 

ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
関

心
が
あ
り
市
内
に
住
む
20
歳
以

上
の
心
身
と
も
に
健
康
で
子
育

て
を
応
援
し
た
い
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
5
日
㈮ 

9
時
30
分
～
11
時
30
分
、コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
奈
良
市
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
の
和
田
公
子
さ
ん

に
よ
る
講
座「
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い 

子
ど
も
の
思
い
や
親
の
気

持
ち
」

▼
定
員　
25
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
3
日

㈬
ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー

ト（
☎
73・５
５
５
２
）

フ
ァ
ミ・サ
ポ

新
規
援
助
会
員
講
習
会

　

子
育
て
中
の
人
の
活
動
を
援
助

す
る
た
め
、外
出
や
授
業
参
観・
懇

談
会
な
ど
の
と
き
に
子
ど
も
を
一

時
的
に
預
け
た
い
人（
依
頼
会
員
）

と
預
か
る
人（
援
助
会
員
）を
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ

ポ
ー
ト
事
業
。こ
の
事
業
に
関
心
が

あ
る
人
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
に
住
む
心
身
と
も

に
健
康
な
20
歳
以
上
で
、子
育

て
を
応
援
し
た
い
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
9
日
㈫

10
時
～
11
時
30
分
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
説
明・ビ
デ
オ
講
習

▼
費
用　
無
料

▼
そ
の
他　

会
員
登
録
に
は
、縦

4
㎝
×
横
3
㎝
の
顔
写
真
2
枚 

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
７
日
㈰

9
時
30
分
～
11
時
30
分
の
間
で

自
由
参
加
、中
保
育
園

▼
内
容　
園
庭
や
室
内
で
の
あ
そ

び
、子
育
て
相
談
、保
育
士
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
遊
び
な
ど

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
子
育
て
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー（
☎
73・
５
５
８
２
）、中

保
育
園（
☎
74・５
５
７
０
）
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奈
良
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

▼
対
象　
保
育
士
資
格
を
持
っ
て

い
る
人（
取
得
見
込
者
を
含
む
）

▼
内
容　
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
す

る
と
、保
育
士
の
就
職
の
あ
っ
せ

ん
、就
職
支
援
研
修
、合
同
就
職

説
明
会
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　
奈
良
県
保
育
士
人
材 

バ
ン
ク（
☎
０
１
２
０・９
６
４・ 

３
４
９
）

ステージ
（ステップ） 環境マネジメントシステムの評価項目

3
（1・2・3）

市民・事業者やパートナーシップ組織による環
境保全・創造活動の実施

2
（1・2・3）

生駒市は第2ステージ第2ステップ
地域全体の環境政策の実施や事業活動におけ
る環境配慮

1
（1・2・3）

庁内事務活動における環境配慮の実施

エコチェック隊員の応募方法
▶対象　市内に住むか市内へ通勤・通学している18

歳以上
▶内容　平成27年1月下旬の平日に研修と委嘱式

などを実施。2月中旬以降の平日（おおむね3日間）
に、節電やごみ分別など、庁内事務活動や地域全
体の事業活動における環境配慮の実施状況を確認

（予定）
▶任期　委嘱した日～2年間
▶報酬　1回につき5,000円（交通費を含む）
▶募集人数　20人程度（小論文と面接での審査に加

え、年齢、性別、地域のバランスなどを総合的に考
慮したうえで決定します）

▶応募方法・問合せ　応募用紙に「環境問題に対し
て考えること」をテーマにした小論文（300～400
字程度、様式自由）を添えて、直接か郵送、ファク
ス、メールで12月1日㈪（必着）までに環境モデ
ル都市推進課（〒630-0288、東新町8-38、内線
376、 75-8125、 eco-model@city.ikoma.
lg.jp）。応募用紙は市ホームページに掲載する他、
市役所（環境モデル都市推進課、市政情報コー
ナー）など主な公共施設で配布しています。

環境マネジメントシステムを導入しています
　市役所が率先して環境にやさしい行政運営を目指
す「環境マネジメントシステム」。その取組状況を確認
してもらう「エコチェック隊員」を募集します。

目指せ！環境ナンバー1自治体
　環境自治体としての取組レベルは、3ステージ（各3
ステップ）で区分され（下図）、平成25年度の取組は、
前年度から1段階評価が上がった「第2ステージ第2
ステップ」に認定されました。今年度は、取組項目を
更に増やし、再生可能エネルギーの普及などステップ
アップを目指します。

市役所といっしょにエコな活動をすすめよう！

大募集エコチェック隊エコチェック隊

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電 

先
進
自
治
体
見
学
ツ
ア
ー

▼
対
象　
市
内
に
住
む
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
興
味・
関
心
の
あ

る
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
１
日
㈪

８
時
～
18
時
、近
鉄
生
駒
駅
南

口
近
商
ス
ト
ア
前
集
合

▼
内
容　
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
で
あ
る
家
庭
ご
み
を
、環
境
保

全
の
面
か
ら
も
活
用
し
て
い
る

工
場（
京
都
北
部・
南
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）見
学
と
紅
葉
の
高

雄
を
訪
れ
、環
境
に
優
し
い
生
駒

市
を
推
進
す
る
き
っ
か
け
に
し

ま
す
。

▼
定
員　
29
人（
申
込
順
）

▼
費
用　

４
０
０
０
円（
昼
食
代

含
む
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　

電
話
か
フ 

ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
市
民

の
輪
い
こ
ま
」事
務
局（
☎
兼

77・７
７
９
１
）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で

親
子
の
絆き
ず
な

を
深
め
ま
し
ょ
う

▼
対
象　
生
後
２
か
月
～
１
歳
未

満
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
４
日
㈭・

12
日
㈮
、10
時
～
11
時
30
分
、北

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き

　

︱
︱
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
て
く
て
く
」の
保
育
士
と

い
っ
し
ょ
に
、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
わ
ら
べ
う
た
を
通
し
て
赤

ち
ゃ
ん
の
心
を
育
て
、親
子
の
絆

を
深
め
る
催
し

▼
定
員　
15
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
１
日 

㈪
10
時
か
ら
電
話
で
地
域
子
育 

て
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
74・
３
９ 

９
９
）

2014.11.15　いこまち　20



お
知
ら
せ
版

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

学
童
保
育
所（
児
童
育
成 

ク
ラ
ブ
）の
指
導
員
を
募
集

　
生
駒
市
学
童
保
育
運
営
協
議
会

は
、学
童
保
育
所
の
正
規
指
導
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　
20
歳
以
上
で
児
童
と
い 

っ
し
ょ
に
放
課
後
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
健
康
な
人
、子
育
て

支
援
に
熱
意
の
あ
る
人

▼
募
集
人
員　
若
干
名

▼
一
次
審
査
の
と
き・と
こ
ろ　
12 

月
21
日
㈰
10
時
、生
駒
市
役
所

（
詳
細
は
受
験
票
に
記
載
）

▼
一
次
審
査
内
容　
適
性
検
査
、

能
力
検
査
、小
論
文（
１
時
間
30

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
に
訪
問
健
康
相
談
を
実
施

▼
対
象　
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、昨
年
度
訪
問

健
康
相
談
を
受
け
た
人
と
今
年

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
、

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

 　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、「
世
界

人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
、12
月
10
日
を「
人
権

デ
ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。日
本
で

は
、法
務
省
な
ど
が
12
月
４
日
～

10
日
を「
人
権
週
間
」と
し
て
、人

権
意
識
の
普
及・
高
揚
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

▼
特
設
人
権
相
談
所
の
と
き・
と

こ
ろ　
12
月
２
日
㈫
10
時
～
15

時
、市
役
所
４
階
会
議
室

　
︱
︱
毎
月
第
３
火
曜
日
に
行
っ

て
い
る
人
権
相
談
は
12
月
は
こ

の
特
設
人
権
相
談
に
代
え
ま
す
。

▼
内
容　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
。相
談
者
の
不
利
に
な

る
こ
と
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　
人
権
施
策
課（
内
線

３
１
３
）

政
策
提
案
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
政
や
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ

ア
を
募
集
す
る「
市
民
政
策
提
案

制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、「
食
育
＆
地
産
地
消 

給
食
×
生
駒
の
新
し
い
お
土
産
コ

ン
テ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、本

市
の
お
土
産
コ
ン
テ
ス
ト
グ
ラ
ン
プ

リ
商
品
を
市
内
の
学
校
給
食
と
し

て
提
供
し
、地
産
地
消
や
食
育
を

学
ぶ
機
会
を
作
り
、商
品
の
知
名
度

を
上
げ
る
も
の
で
す
。現
在
、実
現

に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
あ
る
ア
イ

デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
企
画
政
策
課（
内
線

２
１
４
）

▶ 注意　年末年始は作業日が早くなる場
合があります。これは浄化槽のくみ取り
予定表ではありません。転入、転出など
で人数が変わったり、くみ取りを開始・
中止したりする場合は、申請が必要で
す。 問環境事業課(内線356)

12月のし尿くみ取り予定表

とき 1　班 ２　班

1日㈪
傍示

秋津、東山町、
小平尾町

2日㈫
小平尾町

3日㈬
4日㈭

庄田
萩の台、小瀬町

5日㈮
萩原町

6日㈯
8日㈪

大北
藤尾町、大門町

9日㈫ 鬼取町
10日㈬ 菜畑町、西畑町
11日㈭ 久保 有里町
12日㈮ 久保、宮方 有里町、壱分町
13日㈯ 宮方 壱分町、西菜畑町

15日㈪
芝

西菜畑町、
東生駒月見町、
東菜畑1丁目、
中菜畑1・2丁目

16日㈫
東生駒、緑ケ丘、
新旭ケ丘、東菜畑
2丁目、軽井沢町

17日㈬ 上町、鹿畑町、
北田原町

西旭ケ丘、東旭ケ
丘、新旭ケ丘

18日㈭ 北田原町、
南田原町

西旭ケ丘、
東旭ケ丘、山崎町

19日㈮ 南田原町 辻町、山崎町

20日㈯ 南田原町、
松美台、新生駒台 谷田町、辻町

22日㈪ 小明町、桜ケ丘、
俵口町

谷田町、東新町、
本町、元町1丁目

23日㈫ 俵口町 仲之町、元町2丁
目、山崎新町

24日㈬ 東松ケ丘、
西松ケ丘 北新町

25日㈭ 西松ケ丘、
喜里が丘、門前町 北新町

26日㈮ 門前町、傍示 秋津、東山町、
小平尾町

27日㈯
傍示 小平尾町

29日㈪
平成27年1月

庄田 萩の台、小瀬町5日㈪

分
程
度
）

　

︱
︱
一
次
審
査
通
過
者
に
、二

次
審
査（
平
成
27
年
１
月
中
旬

～
下
旬
の
日
曜
日
）の
詳
細
を

通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
み・
問
合
せ　

市
販
の
履

歴
書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項

を
書
い
て
、直
接
か
郵
送
で
12
月

12
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
教
育
総

務
課（
〒
６
３
０
―０
２
８
８
、

東
新
町
８
―38
、内
線
６
２
５
）。

後
日
、受
験
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

︱
︱
勤
務
条
件
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

度
市
の
委
託
業
者
の
㈱
全
国
訪

問
健
康
指
導
協
会
か
ら
案
内
が

届
い
た
人

▼
内
容　
希
望
者
に
訪
問
の
約
束

後
、健
康
相
談
員
が
健
康
管
理 

や
、福
祉
制
度
の
利
用
な
ど
の
助 

言・相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
国
保
医
療
課
国
保
係

（
内
線
７
８
２
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き

な
い
日
が
あ
り
ま
す

　
11
月
23
日
㈷
20
時
～
24
日（
月・

振
）20
時
は
、市
役
所
庁
舎
停
電
の

た
め
、全
国
の
セ
ブ
ン
―イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
証
明
書
を
発
行
で
き

ま
せ
ん
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
市
民
課（
内
線
３
０ 

８
）
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このコーナーでは、本市が募集した
ポスターや標語の入選作品、各種
大会やコンクールに市を代表して
出場する市民などを紹介します。

第
47
回
生
駒
市
民
体
育
祭
結
果

▼
問
合
せ　
（
一
財
）生
駒
市
体
育

協
会（
☎
73・８
８
２
２
）

■
10
月
12
日
㈰
開
催　

▼
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会（
年
齢
制
限
あ
り
）　
〈
優
勝
〉

白
庭
台
自
治
会
、〈
準
優
勝
〉小

明
台

▼
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会（
年
齢
制
限
な
し
）　
〈
優
勝
〉

小
瀬
自
治
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
Ａ
、

〈
準
優
勝
〉ひ
か
り
が
丘
Ａ

▼
小
学
校
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会　
〈
優
勝
〉生
駒
南
小
学
校

Ａ
チ
ー
ム
、〈
準
優
勝
〉生
駒
小

学
校
チ
ー
ム

▼
自
治
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会　
〈
優
勝
〉ひ
か
り
が
丘
、〈
準

優
勝
〉南
小
平
尾

▼
小
学
校
区
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会　
〈
優
勝
〉ポ
パ
イ（
俵
口

小
学
校
区
）、〈
準
優
勝
〉オ
プ
テ 

ィ
ー
ズ
Ａ（
生
駒
北
小
学
校
区
）

▼
小
学
校
区
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド・

ゴ
ル
フ
大
会　
〈
優
勝
〉あ
す
か

野
小
学
校
区
Ｂ
チ
ー
ム
、〈
準
優 

勝
〉あ
す
か
野
小
学
校
区
Ａ
チ 

ー
ム

▼
問
合
せ　
生
涯
学
習
課（
内
線

６
４
９
）

■
絵
画・図
画

▼
市
長
賞

◇
栗
岡
和
政 

（
生
駒
台
小
1
年
）

◇
中
島
ひ
な
の （
生
駒
台
小
6
年
）

▼
議
長
賞

◇
篠
﨑
千ち

怜さ
と 

（
生
駒
中
2
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
シ
ン
デ
ィ
モ
ロ
ベ
ル （
生
駒
台
小

5
年
）

■
絵
画・ポ
ス
タ
ー

▼
市
長
賞

◇
坂
本
真
梨
歌 （
鹿
ノ
台
中
3
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
松
井
咲 

（
生
駒
台
小
3
年
）

◇
宮
原
秋
奈 

（
大
瀬
中
3
年
）

■
作
文

▼
市
長
賞

◇
黒
田
実
央 

（
上
中
3
年
）

▼
議
長
賞

◇
吉
井
一
真 

（
上
中
3
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
垣
谷
将
太
郎 

（
上
中
1
年
）

■
詩

▼
教
育
長
賞

◇
寺
田
百も

も

祐す
け （
あ
す
か
野
小
1
年
）

■
書
道

▼
市
長
賞

◇
池
田
爽そ

世よ

加か 

（
真
弓
小
3
年
）

◇
上
田
颯
大 

（
生
駒
台
小
6
年
）

◇
福
田
深
優 

（
生
駒
南
中
3
年
）

▼
議
長
賞

◇
井
垣
美
咲 

（
真
弓
小
2
年
）

◇
湯
浅
愛ま

な

香か 

（
桜
ケ
丘
小
5
年
）

◇
岡
田
龍り

ゅ
う

星し
ょ
う 

（
光
明
中
1
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
西
仲
遼 

（
生
駒
台
小
1
年
）

◇
名な

渕ぶ
ち

彩い
ろ

葉は 

（
生
駒
台
小
4
年
）

◇
西
野
真
子 

（
緑
ケ
丘
中
1
年
）

■
川
柳

▼
市
長
賞

◇
長
山
暖ひ

な
た和 

（
生
駒
台
小
3
年
）

◇
西
岳
美
咲 

（
生
駒
小
5
年
）

▼
議
長
賞

◇
澤
居
諒 

（
あ
す
か
野
小
2
年
）

◇
椎
野
真
心 （
あ
す
か
野
小
6
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
加
藤
い
ろ
は （
生
駒
東
小
2
年
）

◇
笠
井
祥
多 （
あ
す
か
野
小
6
年
）

■
短
歌

▼
市
長
賞

◇
飛
田
優
太
朗 

（
あ
す
か
野
小
2

年
）

◇
辰
巳
詞
音 

（
生
駒
南
第
二
小
5

年
）

▼
議
長
賞

◇
古
寺
美
尋 

（
生
駒
東
小
2
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
山
口
美み

結ゆ 

（
桜
ケ
丘
小
6
年
）

■
俳
句

▼
市
長
賞

◇
明あ

け

田だ

七
海 

（
生
駒
台
小
3
年
）

▼
議
長
賞

◇
塩
野
航
希 （
あ
す
か
野
小
1
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
冨
永
蒼
馬 （
あ
す
か
野
小
3
年
）

ジ
ュ
ニ
ア・ア
ー
ト・フ
ェ
ス

タ
の
入
選
者

　
今
年
は
市
民
文
化
祭
作
品
展
の

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
と
し
て
、ジ
ュ
ニ
ア

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
を
同
時
開
催
。合

計
４
６
２
点
の
応
募
が
あ
り
優
秀

な
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
者
を
お
知
ら

せ
し
ま
す（
順
不
同
、敬
称
略
）。

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
は
た
い
せ
つ
に
保
管
を

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、

支
払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

は
、そ
の
添
付
書
類
と
し
て
必
要
で

す
の
で
た
い
せ
つ
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

控
除
証
明
書
は
、国
民
年
金
保

険
料
を
平
成
26
年
１
月
１
日
～
９

月
30
日
に
支
払
っ
た
人
に
は
11
月

上
旬
に
、10
月
１
日
～
12
月
31
日

に
今
年
初
め
て
支
払
っ
た
人
に
は

平
成
27
年
２
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
は
、納
付
済
の

保
険
料
額
と
、年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
場
合
、納
め
た
人
の

社
会
保
険
料
控
除
で
す
の
で
、支

払
っ
た
家
族
宛
て
の
控
除
証
明
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

◇
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎ 

０
５
７
０・０
５
８・５
５
５
）

　

︱
︱
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話 

か
ら
は
☎
03・
６
７
０
０・
１
１ 

４
４（
平
日
は
９
時
～
19
時
、第

２
土
曜
日
は
９
時
～
17
時
）

◇
奈
良
年
金
事
務
所（
☎
０
７
４ 

２・35・１
３
７
０
）

「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」放
送
中

　

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
で
毎
週
金
曜 

日
に
放
送
し
て
い
る「
ゆ
う
ド
キ 

ッ
！
」。18
時
30
分
か
ら
、県
内
各

市
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
生
駒
市
が
紹
介
さ
れ
る
12
月
の

放
送
日　
12
日

▼
問
合
せ　
広
報
広
聴
課（
内
線

２
２
２
）

び と

キラリ
生駒
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
本
市
へ
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た（
平
成
26
年
４
月
～

９
月
分
。氏
名
の
公
表
を
承
諾
し
た

人
。敬
称
略
）。

■
市
政
の
各
分
野
へ

　
市
政
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

▼
寄
附
者

◇
生
駒
ホ
ー
プ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

…
防
球
フ
ェ
ン
ス
セ
ッ
ト
13
セ
ッ

ト
、防
球
フ
ェ
ン
ス
カ
バ
ー
15
枚

（
生
駒
市
へ
）

◇
西
口
廣
宗
さ
ん
…
現
金（
児
童
の

読
書
活
動
の
充
実
の
た
め
生
駒

南
小
学
校
へ
）

◇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
奈
良
―い

こ
ま
…
ギ
ャ
ラ
リ
ー
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
12
基（
生
駒
駅
前

図
書
室
へ
）

◇
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
…
現
金（
生
駒

市
へ
）

▼
問
合
せ　
秘
書
課（
内
線
２
０ 

４
）

■
ふ
る
さ
と
生
駒
応
援
寄
附
へ

　
本
市
が
目
指
す「
関
西
一
魅
力
的 

な
住
宅
都
市
」の
実
現
に
向
け
、選 

択
さ
れ
た
テ
ー
マ（
施
策
）に
活
用

し
ま
す
。

▼
寄
附
状
況　

１
７
９
８
件
、２ 

９
５
９
万
５
６
７
円

▼
寄
附
者　
下
参
照

▼
テ
ー
マ
別
の
寄
附
金
額

①
福
祉・
健
康
施
策
…
２
３
３
万 

７
５
４
７
円

②
子
育
て・
教
育
施
策
…
４
９
９ 

万
２
３
０
０
円

③
環
境・
緑
化・
産
業・
観
光
推
進

施
策
…
２
５
２
万
７
２
０
円

④
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、都 

市
基
盤
整
備
施
策
…
71
万
８
０ 

０
０
円

⑤
市
長
に
お
ま
か
せ
…
１
９
０
２ 

万
２
０
０
０
円

▼
寄
附
者
の
居
住
地
域
別
の
寄
附

状
況

◇
生
駒
市
内
…
１
４
５
人

◇
奈
良
県
内
他
市
町
村
…
１
０
１

人
◇
奈
良
県
外
…
１
５
５
２
人

▼
問
合
せ　
課
税
課（
内
線
２
８ 

３
）

■
生
駒
市
み
ど
り
の
基
金
へ

　
緑
の
環
境
を
守
り
、創
造
し
て
い

く
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

▼
寄
附
状
況　
50
万
５
１
２
２
円

（
金
額
は
募
金
分
を
含
む
）

▼
寄
附
者

◇
イ
コ
マ
製
菓
本
舗

◇
高
山
製
菓
㈱

▼
問
合
せ　

み
ど
り
景
観
課（
内

線
５
７
３
）

〆崎 充生、旭 勝巳、安井 佑輝子、安江 茂、安達 俊行、安藤 大介、伊原 靖子、井ノ宮 司、井元 彩華、井戸 勝也、
井上 裕貴、井尻 学見、井津元 奏真、井田 泰正、右近 久英、永嶋 由美子、越田 敦子、遠藤 聖子、奥村 隆、奥野 隆
司、横山 昌弘、岡山 勝太、岡部 高明、岡本 寛之、岡林 直樹、荻原 弘美、下川 進、加藤 一生、加藤 俊次、加藤 豊、
河原 修、河合 裕之、蝦原 迪夫、角田 康治、間瀬 保夫、間部 篤史、丸田 幸雄、岸本 由紀子、岩田 清美、岩﨑 純
子、鬼頭 由希美、亀井 秀夫、吉永 綾子、吉田 雪子、吉田 卓史、吉田 直子、吉田 美香、宮森 望、宮本 まや、橋口 
寿美、橋本 直樹、近藤 幸子、金元 隆彦、金本 秀明、駒井 秀次、隅野 長志、窪山 幸雄、栗原 浩樹、栗山 尚久、桑原 
覚、桑原 利明、桂 美保、原 隆祐、原田 興治、後藤 辰也、江頭 正敏、溝井 里美、溝田 倫子、荒 秀範、荒堀 政男、荒
木 宏嗣、高橋 恵子、高橋 健二、高橋 宏樹、高橋 康浩、高橋 伸吉、高橋 美緒、高橋 豊、高城 正男、高田 由美子、
高浜 広子、高本 和也、高木 秀樹、高野 正則、合田 尚平、黒田 雅之、今沢 隆信、佐久間 梨江、佐藤 雅美、佐藤 昭
代、佐藤 信行、佐藤 由佳、細井 利江子、坂元 英廣、阪口 葉子、阪本 美抄、三浦 寛、三科 有希子、三橋 健一郎、三
好 慧、三津 華夏、三輪田 智之、山下 幸宏、山下 大輔、山際 勉、山際 正剛、山田 由美、山内 正人、志村 元、柴沼 
友信、柴田 義久、柴田 敬一、若森 千豆子、秋山 昭紀、秋川 ゆか、住田 勝康、渋川 裕宣、渋川 洋子、出口 孝子、楯 
泰治、諸岡 亮、勝間田 賀章、小玉 テル代、小池 恵子、小野 志子、小野寺 定広、小林 圭介、小林 聖史、小林 二郎、
小林 麻由、松浦 節子、松田 せつ、松田 慎吾、松田 陽子、松尾 康文、松尾 真未、照井 美由紀、上化田 京子、上原 
都美、上辻 教幸、上田 亜紀香、上田 友美、上田義一、上野 貴司、上野 勝、上野 亮、織間 建次、新川 源洪、新谷 耕
一、新谷 澄子、森 英子、森本 修史、神坂 亮、須貝 真人、菅原 一真、成瀬 仁志、成田 明美、西 治、西村 香織、西村 
駿人、西田 貴、西田 智春、西田 哲哉、青木 幸司、青木 善孝、斉藤 暁子、斉藤 利夫、石井 喜穂、石井 拓弥、石井 
洋介、石川 貴久、石川 俊雅、石川 智子、石田 省吾、赤木 京子、仙田 洋子、川手 穂泉、川中 万由美、前原 一仁、前
田 賢範、前田 好夫、前田 祥孝、足立 憲司、村上 浩孝、村田 紀二、村田 章雄、村澤 徳子、太田 権守、太田 伸広、
大橋 直樹、大原 正則、大森 義範、大谷 清次、大塚 崇洋、大坪 靖典、大庭 敏男、大内 則夫、大野 暁、大野 浩正、
大野 泉美、丹羽 りさ、丹羽 悟、池田 純子、池田 和夫、竹田 守、竹内 智一、竹内 由利子、中橋 昇、中山 昌平、中
山 芳洋、中山 豊、中西 薫、中川 綾子、中川 修一郎、中村 久子、中村 桂、中村 寿一、中島 敬太郎、中野 かおる、中
野 晃子、仲子 ゆり、猪ノ口 裕一、鶴岡 正顯、的場 仁一郎、天羽 恒美、田口 幸生、田村 謙二、田中 岳彦、田中 伸
幸、田中 正文、田中 麻衣子、田中 悠、田之上 砂江、田畑 順子、田渕 介庸、渡部 高幸、渡辺 伸一、渡邉 正紀、都築 
理絵、島津 健生、藤山 亜衣、藤野 和孝、徳永 康行、栃井 美智子、内藤 裕之、日下部 陽子、日露 桂奈、波田 康、萩
原 佑喜、白取 清美、板谷 佑佳、武内 信義、福井 健彦、福井 正、平山 佳代、米澤 豊三郎、峯 玉枝、峯山 修、望月 
千寿子、望月 和子、北川 崇、牧野 英彦、堀合 洋祐、湊 耕平、木下 博二、木虎 美江、木村 明代、野口 哲也、野口 
裕子、野々山 孝子、矢宗 始、有留 奈見、落合 文子、利部 百代、林 輝夫、林 美津子、鈴木 一成、鈴木 貴子、鈴木 
孝典、鈴木 由夫、鈴木 祐司、和田 充功、檜垣 万里子、櫻澤 潤子、澤野 八重美、濱松 久士、萬代 慶昭、㈱グルメシ
ティ近畿、生駒市生涯学習自主学習グループ連絡会

▶ふるさと生駒応援寄附の寄附者（順不同）
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本
市
は
台
風
11
号
で
避
難
勧
告
を
見
送
り

　
こ
の
夏
と
秋
、全
国
各
地
が
台
風
や
集
中

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、各
市
町
村
長
は
避
難

勧
告
や
指
示
を
出
す
べ
き
か
悩
み
ま
し
た
。

広
島
市
の
土
砂
災
害
で
は
避
難
勧
告
発
令

が
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表
か
ら
3
時
間

後
だ
っ
た
こ
と
で
、対
応
の
遅
れ
も
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
も
8
月
9
日
に
台
風
11
号
を
警
戒

す
る
た
め
32
年
ぶ
り
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。本
市
に
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
た
の
が
同
日
12
時
前
。そ
の

2
時
間
後
に
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。し

か
し
、そ
の
と
き
市
内
の
雨
量
は
ゼ
ロ
。大

き
な
土
砂
災
害
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
出
て
い
る
と
は
い
え
、

こ
の
状
況
で
避
難
勧
告
を
出
し
て
も
、市
民

は
避
難
し
な
い
の
で
は
な
い
か
」。こ
れ
が
本

部
員
の
共
通
認
識
で
し
た
。そ
こ
で
、警
戒

を
続
け
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

17
時
、2
回
目
の
本
部
会
議
。や
は
り
雨

量
は
ゼ
ロ
。大
き
な
災
害
も
な
し
。し
か
し
、

翌
朝
に
か
け
て
豪
雨
が
到
来
す
る
な
ら
、明

る
い
う
ち
に
避
難
勧
告
を
出
し
て
お
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。避
難
勧
告
の
一
つ
手
前
の
避

難
準
備
情
報
を
出
す
と
い
う
選
択
も
あ
り

ま
し
た
。お
隣
の
平
群
町
で
は
15
時
に
、全

域
を
対
象
に
同
情
報
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
報

を
確
認
し
ま
し
た
が
、そ
れ
ほ
ど
の
雨
は
予

想
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
こ
の
状
況
で
は
市
民

は
避
難
し
な
い
。混
乱
さ
せ
る
だ
け
だ
ろ
う
」

と
の
判
断
か
ら
、勧
告
も
準
備
情
報
も
出
さ

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

幸
い
、そ
の
後
も
10
日
の
明
け
方
ま
で
大

し
た
雨
は
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
。結
局
、本

市
は
勧
告
を
出
す
こ
と
な
く
、同
日
15
時
30

分
、本
部
を
解
散
し
ま
し
た
。し
か
し
、も
し

夜
間
に
広
島
市
並
み
の
雨
が
降
っ
て
い
た

ら
、と
考
え
る
と
自
分
の
判
断
に
１
０
０
％

の
自
信
は
今
も
持
て
ま
せ
ん
。

  

避
難
勧
告
は
い
つ
、

  

ど
う
判
断
し
て
出
す
べ
き
か

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、土
壌
に
溜
ま 

っ
た
雨
量
と
過
去
1
時
間
の
雨
量
の
双
方

か
ら
判
断
し
て
2
～
3
時
間
後
に
基
準
を

超
え
る
場
合
な
ど
に
気
象
庁
と
都
道
府
県

か
ら
出
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、今
回
の
本
市

の
よ
う
に
発
表
後
の
雨
は
し
ば
ら
く
ゼ
ロ
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、発
表
に
あ

た
り
対
象
地
の
地
質
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
報
道
に
よ
れ
ば
、同
警
戒
情
報
が
今
年
4

～
7
月
に
発
表
さ
れ
た
延
べ
３
０
３
市
町

村
の
う
ち
、避
難
勧
告
や
指
示
を
出
し
た
の

は
13
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。本
市
の
例

の
よ
う
に
現
場
感
覚
か
ら
す
る
と
、同
警
戒

情
報
発
表
＝
避
難
勧
告
と
は
な
り
に
く
の

で
す
。

　
し
か
し
、広
島
市
の
対
応
が
批
判
さ
れ
た

後
は
一
変
し
ま
し
た
。10
月
の
台
風
18
号
で

は
３
１
６
万
人
に
、19
号
で
は
１
５
１
万

人
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
、実
際
に
避
難
し
た
人
は
ご
く
わ
ず
か

だ
っ
た
よ
う
で
す
。例
え
ば
、18
号
の
際
、東

京
都
港
区
で
は
４
万
５
千
人
に
避
難
勧
告

を
出
し
ま
し
た
が
、避
難
し
た
の
は
６
人
だ

け
で
し
た
。

　

多
く
の
市
町
村
は
今
後
も
同
警
戒
情
報

発
表
＝
避
難
勧
告
と
い
う
運
用
を
す
る
で

し
ょ
う
。し
か
し
、そ
う
す
る
と
空
振
り
が

続
き
、避
難
勧
告
が
オ
オ
カ
ミ
少
年
の
言
葉

の
よ
う
に
住
民
に
受
け
止
め
ら
れ
か
ね
ま
せ

ん
。現
在
で
す
ら
、避
難
勧
告
が
出
て
も
実

際
に
避
難
す
る
住
民
は
少
な
い
の
に
、勧
告

の
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性
が
揺
ら
げ
ば
、避
難
す
る
人
は
さ

ら
に
減
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、も
し
そ
れ
で
逃
げ
遅
れ
て
被
害
に

あ
っ
て
も
、避
難
勧
告
が
出
て
い
る
以
上
、

住
民
も
マ
ス
コ
ミ
も
市
町
村
の
対
応
を
批

判
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、自
己
責
任
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
は
、避
難
勧
告
発
令
に
あ
た
っ
て
の
同

警
戒
情
報
の
重
要
性
を
高
め
る
な
ら
、同
時

に
、市
町
村
長
は
対
象
地
の
地
質
や
土
砂

災
害
警
戒
区
域
へ
の
指
定
の
有
無
な
ど
も

考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断
し
、ま
た
勧
告
を

出
す
地
域
も
き
め
細
か
く
設
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

  

役
所
も
住
民
も
人
任
せ
に
し
な
い

  

真
剣
な
対
応
が
重
要

　
そ
の
よ
う
に
し
て
、避
難
勧
告
の
信
憑
性

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、住
民
の
皆
さ
ん
に

は
そ
れ
で
も
自
分
で
情
報
収
集
し
て
避
難

す
る
か
し
な
い
か
判
断
す
る
こ
と
を
切
に
お

願
い
し
ま
す
。「
役
所
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が

住
民
に
分
か
る
か
！
」と
お
叱
り
を
受
け
そ

う
で
す
が
、雨
が
ど
こ
で
ど
れ
だ
け
降
る
か

を
完
璧
に
予
測
す
る
こ
と
は
誰
に
も
出
来

ま
せ
ん
。そ
の
点
は
気
象
庁
も
市
役
所
も
住

民
も
同
じ
で
す
。広
島
市
で
も
、避
難
勧
告

の
出
る
前
に
自
ら
外
に
出
て
様
子
を
う
か
が

い
、避
難
し
た
人
は
助
か
り
ま
し
た
。

　

役
所
も
避
難
勧
告
や
指
示
を
出
す
か
ど

う
か
真
剣
に
考
え
、住
民
も
役
所
の
情
報
を

参
考
に
し
つ
つ
、自
分
で
情
報
収
集
し
判
断

す
る
。役
所
も
住
民
も
そ
う
し
た
人
任
せ
に

し
な
い
真
剣
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
被
害
の

防
止
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

 
避
難
す
べ
き
か
、と
ど
ま
る
べ
き
か
、

 

誰
が
判
断
す
る
の
か
？

vol.47いこまのまことを語ります
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平
成
15
年
。り
そ
な
銀
行
は
誕
生
2

か
月
後
に
公
的
資
金
を
申
請
し
、実
質

国
有
化
さ
れ
た
。こ
の「
り
そ
な
シ
ョ
ッ

ク
」を
機
に
、新
経
営
陣
は「
新
し
い
銀

行
像
を
つ
く
ろ
う
」と
社
員
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、本
部
に
転
勤
。「
新

し
い
銀
行
像
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
事
例

を
数
多
く
作
る
こ
と
」が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
。最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、天

神
橋
筋
商
店
街
の
活
性
化
だ
。

　
「
商
店
街
の
中
に
あ
る
弊
社
4
店
舗
だ

け
で
扱
う
定
期
預
金
を
作
り
ま
し
た
。天

満
宮
さ
ん
に
、ま
ち
お
こ
し
の
た
め
に
と

頼
み
込
ん
で
朱
印
を
貸
し
て
も
ら
い
、証

書
入
れ
に
押
し
ま
し
た
。金
利
が
い
い
わ

け
で
も
な
く
て
、社
内
は
冷
や
や
か
で
し

た
。で
も
、商
店
街
の
理
事
長
さ
ん
に
も

協
力
し
て
も
ら
っ
た
調
印
式
に
は
、テ
レ

ビ
の
取
材
も
き
て
、５
０
０
口
座
全
て
が

売
り
切
れ
、11
億
円
が
集
ま
り
ま
し
た
」

　

1
つ
カ
タ
チ
に
な
る
と
、ど
ん
ど
ん
声

が
か
か
っ
た
。上
方
落
語
専
門
の
寄
席

「
天
満
天
神
繁
盛
亭
」を
作
る
た
め
に
企

画
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
寄
席
は
マ
ス
コ
ミ

に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。こ
れ
が
追

 
街
人

 

8

          

探
訪

い
風
と
な
り
、以
後
2
年
半
で
寄
附
金

は
2
億
円
以
上
集
ま
っ
た
。ラ
ジ
オ
局
と

呼
び
か
け
た
水
筒
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、

１
０
０
０
人
が
水
筒
を
持
ち
寄
り
、「
マ

イ
ボ
ト
ル
」が
広
ま
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

企
業
、大
学
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、行
政
…
。携
っ
た

活
性
化
の
取
組
は
５
０
０
を
超
え
た
。

　
「
お
互
い
の
強
み
で
足
り
な
い
こ
と
を

補
い
あ
う『
協
働
』っ
て
、す
ご
い
力
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。全
国
に
何
万
社
も
の

取
引
先
が
あ
る
銀
行
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
に
最
適
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」

　

従
来
の
銀
行
員
は
顧
客
と
金
融
分
野

で
つ
な
が
っ
て
き
た
。し
か
し
、発
想
を
転

換
し
、金
融
以
外
の
部
分
で
課
題
を
考
え

れ
ば
、新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
社
会
変
革

が
生
ま
れ
る
。同
時
に
、顧
客
と
信
頼
で

結
ば
れ
た
関
係
も
構
築
さ
れ
る
。こ
れ
こ

そ
、新
し
い
銀
行
像
だ
と
信
じ
て
い
る
。

　

行
き
着
い
た
先
は「
地
域
編
集
」。合

意
形
成
の
方
法
も
確
立
し
た
。

　
「
目
指
す
の
は
、沸
き
立
つ
強
い
地
域

で
す
。違
い
を
認
め
て
着
地
点
を
見
出

す
。あ
と
は
、強
み
を
明
確
に
し
て
道
筋

を
描
く
だ
け
。と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
作
る
。小

さ
い
こ
と
か
ら
で
い
い
ん
で
す
。私
も
朱

印
を
押
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
か
ら
」

「協働」することで、
沸き立つ強い地域を目指す

りそな総合研究所リーナルビジネス部長
を兼務。協働を体系化し、その手法を講
演、研修、ワークショップ、コンサルティ
ングで提供する。大阪市港区長アドバイ
ザー。立命館大学経営大学院・大阪電気
通信大学客員教授。46歳。辻町在住。

りそな銀行営業サポート統括部（大阪）
地域オフィサー

藤原 明さん
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今
年
で
18
回
目
と
な
り
、新

た
に
名
前
を「
高
山 

竹
あ
か
り
」

に
変
え
た
こ
の
催
し
。約
２
４
５ 

０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。10
日
、

竹
で
作
ら
れ
た
ト
ー
チ
へ
の
点

灯
式
か
ら
ス
タ
ー
ト
。園
内
と
高

山
八
幡
宮
に
は
、造
形
作
家
の

川
井
ミ
カ
コ
さ
ん
と
地
場
産
業

組
合
の
皆
さ
ん
に
よ
る
竹
の
造

形
物
を
展
示
。蝋ろ

う
燭そ
く
の
優
し
い
灯

り
に
照
ら
さ
れ
て
、来
場
者
を
幻

想
的
な
空
間
へ
い
ざ
な
い
ま
し

た
。

　
11
日
、12
日
に
は
、茶ち

ゃ

杓し
ゃ
く

削
り

な
ど
の
体
験
教
室
や
各
種
お
茶

会
を
開
催
。重
さ
が
３
kg
も
あ
る

茶
碗
を
使
っ
た
円え

ん

楽ら
く

大お
お

楽ら
く

茶ち
ゃ
で

は
、友
人
や
家
族
で
支
え
合
い
な

が
ら
持
ち
上
げ
て
、お
茶
を
楽
し

む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

①約6,000本の蝋燭が造形物を照らします②
高山茶筌で点てられたお茶は格別③6日間で
集中して一気に組み上げられました④オープ
ニングを彩った尺八の音色⑤ゆらめく炎に興
味津々⑥総勢88人のボランティアが点灯⑦
持ち上げるだけで一苦労の円楽大楽茶⑧伝
統の技を伝授、茶杓作り体験⑨親子茶道体験
「お母さん、どうぞ召し上がれ」⑩静寂と闇の
空間にたたずむ竹のアート⑪水面に揺れる皆
さんの川柳を書いた15基の行

あん
燈
どん

高山で竹と触れ合う3日間
10月10日㈮～12日㈰　高山竹林園・高山八幡宮

１

２

３

４ ５

６ ８

１0９

１１

７
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ラ
ン
チ
で
交
流
深
め
る
修
了
式

　
9
月
26
日
㈮
　
市
役
所
会
議
室

　簡単な計算や読み書きをして認知症を予防
する「脳の若返り教室」の修了式が行われまし
た。交流を深めようとランチ会も企画され、約
110人が参加。生駒市健康づくり推進員の皆
さんが手作りのお弁当を準備しました。参加者
は「友達もできて、毎回楽しく参加していまし
た。次回も申し込みます」と満足そうでした。

お
店
の
人
に
“
コ
ツ
”
を
教
え
て
も
ら
お
う

10
月
20
日
㈪
～
11
月
20
日
㈭ 

生
駒
ま
ち
ゼ
ミ
参
加
店

　お店の人が先生になって、専門店ならでは
の知識や情報を教えてくれる「生駒まちゼミ」。

「キャラメルを楽しくつくろう」では、「子どもに
作ってあげたくて」という人が多く、「とても早
くできて驚いた」「自分で作って失敗したので、
なぜ失敗したのかが分かった」と、うれしそう
に話していました。

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
っ
て
何
？

10
月
18
日
㈯
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　生駒市での子育てライフをさらに充実させ
るため、アプリ開発を目指す取組が始まりまし
た。この日は、30歳代を中心に32人が参加し、
活発に意見を交換しました。出てきたアイデア
は約120。これを6つに絞りこみ、議論を深めま
した。2月には、さらに具体的にアイデアを深め
る2回目のワークショップを開催します。

境
内
を
駆
け
抜
け
る
勇
ま
し
い
姿

10
月
12
日
㈰
　
往
馬
大
社

　毎年体育の日の前日に行われる「生駒の火
祭り」。奈良県指定無形民俗文化財に指定さ
れている伝統的な行事です。火松

た い

明
ま つ

を抱えて高
た か

座
ざ

前の階段を駆け下りる速さを競う「火取り行
事」が近づくにつれ、徐々に人だかりが。「火取
り」の2人が全速力で走り始めると、その勇ま
しい姿と熱気に歓声が上がっていました。

体
を
張
っ
て
事
故
を
再
現

10
月
29
日
㈬
　
奈
良
北
高
校

　スタントマンが事故を再現する自転車安全
教室が行われました。交通ルールを守らない自
転車と自動車が衝突。窓ガラスが割れるほどの
衝撃を目の当たりにしました。自転車で通学し
ている生徒は「ついつい携帯電話を使いながら
自転車に乗ることがあったので、今後は気を付
けます」と振り返っていました。

ジ
ュ
ニ
ア･

ア
ー
ト･

フ
ェ
ス
タ
初
開
催

10
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
　
芸
術
会
館
美み

楽ら

来く

　今年から始まったジュニア・アート・フェス 
タ。生駒市民文化祭の作品展のジュニア部門と 
して新設され、書道、川柳、短歌、作文など462
点の応募がありました。小学4年生の波多野優

ゆ

月
づ き

さんは夏休みの課題として書道を選択。自分
の作品が展示され「何度も練習したので家族に
見てもらえてうれしい」と話していました。
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SPORTS

集まれ！ちびっこアスリート

対　象▶市内に住む幼稚園年中児にあたる幼児～小学生
練　習▶�土曜日、第2日曜日9：00～17：00（幼稚園、小学1・

2年生は土曜日の午前中のみ）、桜ケ丘小学校

費　用▶�入会金3,000円、年会費6,000円～20,000円（学
年によって異なる）

問渡辺さん（☎090-2104-9129）

DATA

　「創立33年を迎えますが、設立当初は部員が少
なく試合にも出られなかったんです」と振り返る
監督の田中精

しらげ
さん。「子ども、指導者、保護者の皆

さんが感謝の気持ちを持って、居心地が良いチー
ム作りをたいせつにしてきました」。そんな思い
に共鳴する人が集まり、現在は指導者が24人、部
員は総勢126人にも上る。
　取材のため、少し緊張気味なキャプテンの岡田
朝
あさ

陽
ひ

君（小6）や部員の皆さん。「緊張しすぎや～」
とコーチが笑顔で声かけをすると、場の空気が明
るくなったのが印象的だった。チームの風通しが
良いのは、監督の思いが長い年月をかけて浸透し
たからに違いない。

桜ケ丘フットボールクラブ（サッカー）
生駒市スポーツ少年団

GIFT

勝手に五つ星★

パン・オ・ルヴァン
1斤�930円、1/2斤�465円

生駒産のブドウが香る、天然酵母を
使ったフランスの伝統的田舎パン。全
粒粉・ライ麦の香ばしさとほんのりと
した酸味が特長で、生ハム、パテ、チー
ズやシチューなどコクのあるものと相
性抜群。まずは軽くトーストしてその
まま食べてみてもらいたい逸品。3～4
日ほど日持ちするのも魅力的。

酸味があって香ばしい
フランスの伝統的お食事パン
B
ブ ー ラ ン ジ ェ リ ー
oulangerie H

ハ ン ナ
anna

☎74-8623� 生駒市俵口町1134-1
〇7:00～19:00�□休火曜�□Ｐあり
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culture

今日は いこま日和

RECYCLE

もったいない食器市
nature

アリさんの自然の不思議発見 !
し ぜん ふ し ぎ親子

　
毎
年
12
月
1
日
の
深
夜
0
時
か

ら
、宝
山
寺
境
内
で
大
根
炊
き
が

行
わ
れ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

輪
切
り
に
し
た
大
根
を
大
鍋
で
炊

い
て
、宝
山
寺
味
噌
を
か
け
た
も
の

が
参
拝
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。こ

れ
が
と
っ
て
も
お
い
し
い
ん
で
す
。

　

な
ぜ
お
寺
で
大
根
な
の
？
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、宝
山 

寺
は
聖
天
信
仰
の
聖
地
。大
根
は 

お
酒
と
並
ん
で
聖
天
さ
ん
の
大
好

物
。聖
天
堂
前
の
巾
着
型
の
お
賽

銭
箱
に
は
、み
ご
と
な
葉
つ
き
大
根 

が
2
本
、彫
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
よ
。

　

大
根
は
心
身
の
解
毒
作
用
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、厄
よ

け
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
よ
う
で

す
。お
参
り
の
後
、あ
つ
あ
つ
の
大

根
を
い
た
だ
い
て
無
病
息
災
を
祈

願
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
大
根
は
、例

年
、昼
過
ぎ
ま
で
ふ
る
ま
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

問 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド（
経 

済
振
興
課
内
、☎
74・１
１
１
１
、 

内
線
３
２
６
）

生駒市観光ボランティアガイドの皆さんが
地元生駒の魅力を紹介するコーナーです。

今月の案内人
中川さやかさん

宝山寺
～大根炊き～

宝山寺の惣門（表門）は24時間
開いていて、いつでも参拝に訪れ
ることができます。

宝山寺駅宝山寺駅

宝山寺

至鳥居前駅至鳥居前駅

生駒ケーブル生駒ケーブル
P

P

N

 食器を無料で持ち帰ることができ
ます。各10:00～13：00（持ち込
みはできるだけ12：30まで）です。
エコバッグを持参してください。
ガラス製・陶磁器製以外の食器
や、灰皿、花瓶、土鍋の持ち込み
はできません。

 問環境事業課（内線354）

南コミュニティ
センターせせらぎ

10日㈬ ディアーズコープ
いこま

18日㈭ 北コミュニティセン
ターI

イ ス タ

STAはばたき

とき ところ

12月 4日㈭

学校や公園にソメイヨシノの木がたくさんあるので、みんなも「葉っぱ仮面」
を探
さが

して見よう。また、春に新しい葉っぱがどのように出てくるのか観
かん

察
さつ

し
てみよう。
� 問みどり景観課（内線573）

「
葉
っ
ぱ
仮か

面め
ん

参さ
ん

上じ
ょ
う

!!
」

 「
ね
え
ね
え
、こ
の
あ
い
だ
学
校
の
サ
ク
ラ
の

木
の
下
で
、お
も
し
ろ
い
葉
っ
ぱ
を
見
つ
け
た

よ
。ほ
ら
、仮
面
の
葉
っ
ぱ（
写
真
）」

 「
い
い
も
の
を
見
つ
け
た
ね
。そ
れ
は
春
、虫
に

食
べ
ら
れ
た
ん
だ
ね
」

 「
へ
ぇ
～
そ
う
な
ん
だ
。で
も
な
ん
で
右
も
左

も
同
じ
よ
う
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
な
。お

友
だ
ち
の
虫
が
２
匹ひ
き

仲な
か

良よ

く
並な
ら
ん
で
食
べ
た

の
か
な
」

「
サ
ク
ラ
の
新
し
い
葉
っ
ぱ
は
、出
て
く
る
と

き
に
は
２
つ
に
折お

れ
た
状じ
ょ
う

態た
い
な
ん
だ
。そ
の
と

き
に
虫
が
食
べ
た
か
ら
、開
い
た
と
き
に
左さ
　
ゆ
う右

対た
い
称し
ょ
う

に
穴
が
開
い
て
い
る
ん
だ
よ
」

 「
へ
ぇ
～
す
ご
い
ね
」

vol.41
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voice

 読者のあのね

読者の声を伝えるコーナーです。
市政アンケートシステム「たけ
モニ」に登録して、本紙への感
想や身近な出来事などの声を
お寄せください。

問広報広聴課（内線 223）

９
月
15
日
号
へ
の
感
想

特
集「
高
山
茶ち

ゃ

筌せ
ん

」

★
高
山
の
茶
筌
は
生
駒
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
記
念
品
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。記
事
を
読
ん
で
使
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。（
30
歳
代
、男
性
）

★
茶
道
で
し
か
使
わ
な
い
と
思
っ
て

い
た
茶
筌
の
新
し
い
使
い
方
も
紹

介
さ
れ
て
い
て
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
で

し
た
。茶
筌
ト
リ
ビ
ア
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。（
30
歳
代
、女
性
）

★
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
高
山
の
茶

筌
に
つ
い
て
、身
近
に
知
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。竹
あ
か

り
の
イ
ベ
ン
ト
も
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
30
歳
代
、女
性
）

★
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
竹
製
品
が
あ

る
ん
で
す
ね
。藤
岡
弘
、さ
ん
は
、な

に
か
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
（
40
歳
代
、女
性
）

★
茶
筌
や
茶ち

ゃ

杓し
ゃ
く

な
ど
、ど
れ
も
気
持
ち

良
く
使
っ
て
い
ま
す
。茶
筌
が
古
く

な
っ
た
の
で
、新
し
く
買
い
に
行
か

な
け
れ
ば
！
（
40
歳
代
、女
性
）

★
茶
道
に
は
縁
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、今
回
の
特
集
で
、気
軽
に
家
で

楽
し
め
ば
い
い
ん
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。（
50
歳
代
、女
性
）

★
日
本
文
化
を
支
え
る「
高
山
茶
筌
」、 

誇
り
で
す
。（
60
歳
代
、男
性
）

★
高
山
の
茶
筌
は
有
名
で
以
前
か
ら

知
っ
て
い
ま
し
た
。お
茶
の
美
味
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。生
駒
の
伝

統
文
化
を
後
世
に
引
き
継
い
で
欲 

し
い
と
思
い
ま
す
。（
70
歳
代
、男
性
）

┥「
抹
茶
を
点た

て
る
以
外
の
使
い
方
に
驚

い
た
」と
い
う
感
想
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。紙
面
で
紹
介
し
た
抹
茶

ミ
ル
ク
や
カ
プ
チ
ー
ノ
風
コ
ー
ヒ
ー
以

外
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
使
い
方
を
ぜ
ひ

発
見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、オ
リ

ジ
ナ
ル
の
使
い
方
と
い
え
ば
藤
岡
弘
、

さ
ん
。茶
筌
を
使
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
点

て
て
い
る
の
を
偶
然
テ
レ
ビ
で
拝
見
。

ダ
メ
も
と
で
取
材
交
渉
し
て
み
た
と
こ

ろ
、快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、紙
面

へ
の
登
場
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
◇　
　
　
◇

特
集
以
外
の
記
事

★
帰
宅
困
難
者
訓
練
。い
ざ
と
い
う
と 

き
を
考
え
、参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（
20
歳
代
、男
性
）

★
仏
女
新
聞
。５
年
生
に
し
て
す
ば
ら

し
い
。「
元
々
、こ
ま
ご
ま
と
し
た
こ

と
を
書
く
の
が
好
き
な
ん
で
す
」っ

て
小
学
生
な
の
に
、可
愛
い
で
す
。

（
30
歳
代
、女
性
）

★
空
き
家
の
記
事
。相
談
窓
口
が
あ
る

の
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
40
歳
代
、女
性
）

┥
空
き
家
の
相
談
窓
口
で
は
、無
料
で
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。空
き

家
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
街
人
探
訪
で
は
海
外
で
活
躍
す
る

若
い
人
の
紹
介
が
あ
り
、生
駒
の

市
民
の
層
の
厚
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
60
歳
代
、男
性
）

┥
生
駒
に
た
く
さ
ん
素
敵
な
人
が
い
る
こ

と
を
取
材
の
た
び
に
実
感
。あ
な
た
の

周
り
に
い
る
素
敵
な
人
の
情
報
を
ぜ
ひ

広
報
広
聴
課
に
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
◇　
　
　
◇

日
常
の
で
き
ご
と

★
生
駒
に
引
っ
越
し
て
1
年
少
し
経

ち
ま
す
が
、毎
日
生
駒
の
包
容
力
の

あ
る
山
と
空
を
見
て
い
る
か
ら
か
、

持
病
が
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。感

謝
。（
30
歳
代
、女
性
）

★
電
車
の
回
数
券
を
2
回
続
け
て
紛

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。駅
長
室
に

届
け
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
、本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
60

歳
代
、女
性
）

　
12
月
18
日
に
メ
ー
ル
で
送
る
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト（
市
政
モ
ニ
タ
ー「
た
け
モ
ニ
」の
登

録
者
か
広
報「
い
こ
ま
ち
」発
行
日
ま
で
に

登
録
し
た
人
が
対
象
）に
答
え
る
と
、抽
選

で
右
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す（
当
選

者
に
は
当
選
通
知
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
）。

対
象
▼
満
18
歳
以
上
の
市
内
に
住
む
か
市

内
へ
通
勤・通
学
す
る
人

パ
ソ
コ
ン
か
ら
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
報

広
聴
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録

携
帯
電
話
か
ら
▼
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
登
録

低温で長時間熟成させた湯種を入
れて、しっとりと焼き上げた湯種食
パン。モチモチの食感で当店の大人
気商品です。おすすめパンとセット
にしてプレゼント。店頭での引き換
えになります。
問 ブーランジェリー ルールマラン 
（真弓2丁目4-7、☎0743-78-9110）

読者プレゼントを提供してくださるお店
を募集中。広報広聴課へご連絡ください。

ルールマランおすすめパンセット
（10人、600円相当）

読者アンケートのプレゼント
次号12月15日号は
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LIFE

消費生活　暮らしのQ&A

いこまち

消費生活や多重債務の相談は、できるだけ早く
消費生活センター（☎73-0550）へ

月曜日～金曜日の9:00～16:30（祝日は除く）、土曜日は㈳日本消費生活
アドバイザーコンサルタント協会（☎06-4790-8110、10:00～16:00）

「ブラックリスト」って何？

Q「ブラックリストに載ると新たにクレジットカードを作ることができな
い」と聞きましたが、ブラックリストとはどのようなもので、どんな場合

に載るのですか。　　　 　　　（30歳代、男性）

Aクレジットカードを作ったりローンを組んだりすると「信用情報機関」に
登録されます。「信用情報機関」は、銀行やクレジット会社、消費者金融

などの各業界団体がそれぞれ運営しており、提携して情報交流もしています。
返済が滞ったり（多くの場合、3か月ぐらい）や債務整理（自己破産、任意整理
など）をすると「事故情報」として登録されてしまいます。その状況を「ブラック
リストに載る」と表現することがあります。事故情報の登録期間は5～10年で、
その間は、新たにクレジットカードを作ったりローンを組むのが難しくなりま
す。金融機関は、それらの申し込みを受けると信用情報機関で情報を閲覧する
ので、信用情報に問題があれば審査が通りにくくなるからです。
　最近、携帯電話の利用料金の未払いが「事故情報」として登録されるケース
が急増しています。携帯電話端末は分割払いで購入することが多く、月々の通
信・通話料金と合わせてクレジットの分割払い料金を支払うことになります。携
帯電話料金を延滞すると、その中の携帯電話端末代も延滞になってしまい、ク
レジット会社系の信用情報機関に事故情報として登録されることになります。
　自分の情報がどのように登録されているか問い合わせることもできます。

家でできる簡単な体操（6ページ）の動
画を作りました。慣れない編集作業に
苦労しましたが、出演していただいた
皆さんの表情に支えられ、すばらしい
ものに仕上がったと思います。紙面で
は伝えきれない動きを見ることができ
ますので、ぜひ見てください。（古田）

生駒市の魅力を動画で発信していま
す。YouTubeで広報番組やPR動画
などを月2回ほど配信。動画チャンネ
ルのファン数を示す「チャンネル登録
数」が100人を超えました。生駒の魅
力を楽しく・分かりやすくお届けでき
るような番組作りに励みます。（村田）

読者プレゼントの提供をしてくださる
お店を募集中です。今回は市民のかた
からのご紹介がきっかけで、ルールマ
ランさんにご協力をお願いしてご用意
していただきました。市内にお気に入
りのお店がありましたら、情報提供を
お願いします（上野）

往馬大社の火祭りを取材しました。ク
ライマックスの火取りが火松明を持っ
て階段を駆け下りるシーンはほんの一
瞬。絶対に撮り逃さないように2時間
前から最前列を死守して撮影しまし
た。果たしてうまく撮れたのか？結果
はまちのアルバムで。（伊田）

「街人探訪」の取材でりそな銀行本社
へ。超高層ビルの非日常空間に緊張し
ましたが、藤原さんの爽やかな笑顔と
イノベーションを生む熱い仕事ぶりに
メモをとることも忘れ、心酔してしま
いました。「協働」の可能性の大きさを
再確認する時間になりました。（大垣）

広報いこまち12月15日号の
特集のテーマは

「生駒市の教育」
今年から公表している学力調
査の結果や教育施策の紹介の
他、生駒市の公教育を紹介し
ます。
問広報広聴課（内線226）

Photo

あの日あの時
市制施行当日の市役所

 -昭和46年11月1日-
写真提供：木村由則さん（鹿畑町）

 問広報広聴課（内線222）
懐かしい生駒の写真を募集しています。

記念式典がこれから始まろうと
しています。当時の市役所は、2
階建て（一部3階建て）で、近鉄
生駒駅から、ぴっくり通りを抜け
たところにありました。
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